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全
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、
育
て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
し
て
全
て
の
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
来
年
四
月
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
新
制
度
の
主
な
内
容
と
、
来
年
度
の
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
所
の
園
児
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
と
し
て
は
、
幼
稚
園
と
保
育

所
の
二
つ
が
多
く
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
新
制
度
で
は
、
こ
れ
ら

の
施
設
に
加
え
、
幼
稚
園
と
保
育

所
の
良
い
と
こ
ろ
を
一
つ
に
し
、

幼
児
期
の
学
校
教
育
と
保
育
を
総

合
的
に
提
供
す
る
「
認
定
こ
ど
も

園
」
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園

は
、
幼
稚
園
の
よ
う
に
一
日
四
〜

五
時
間
利
用
す
る
子
供
も
、
保
育

所
の
よ
う
に
長
時
間
利
用
す
る
子

供
も
一
緒
に
教
育
や
保
育
を
受
け

ら
れ
る
施
設
で
す
。
本
市
で
も
、

来
年
四
月
に
認
定
こ
ど
も
園
が

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

▼
保
育
の
場
の
拡
充
　

　
新
制
度
で
は
、
少
人
数
で
の
保

育
を
実
施
す
る
「
地
域
型
保
育
事

業
」
が
創
設
さ
れ
、
新
た
に
市
の

認
可
事
業
と
な
り
ま
す
。
保
育

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
低
年
齢

児
を
対
象
と
し
、
地
域
の
様
々
な

状
況
に
合
わ
せ
た
保
育
の
場
を
確

保
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
待

「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
と
は
？

　
平
成
二
十
四
年
八
月
に
成
立
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
」

（「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」、「
認

定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
改
正
法
」、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び

認
定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
改
正
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
」）
に
基
づ
く

制
度
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
子
供
や
子
育
て
を
め
ぐ
る
様
々

な
課
題
の
解
決
と
、
全
て
の
子
供

が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、
幼

児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域

の
子
育
て
支
援
の
、
量
の
拡
充
や

質
の
向
上
を
進
め
て
い
く
た
め
の

新
し
い
制
度
で
す
。

新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

▼「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
普
及

　
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
就
学
前
の

平成27年４月スタート

「子ども・子育て支援新制度」
【特集】

◎問合せ　本所子育て推進課☎25‐2111内線148

【城南幼稚園の元気な子供たち】
　城南幼稚園は来年４月、認定こ
ども園（幼保連携型）に移行します。
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機
児
童
を
減
ら
し
て
、
子
育
て
し

や
す
く
、
働
き
や
す
い
社
会
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

▼
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実

　
新
制
度
は
、
全
て
の
子
育
て
家

庭
を
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
家

庭
で
子
育
て
を
す
る
保
護
者
も
利

用
で
き
る
「
一
時
預
か
り
」
や
、

身
近
な
所
で
子
育
て
相
談
等
が
受

け
ら
れ
る
「
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
」、
昼
間
家
庭
に
保
護
者
の
い

な
い
小
学
生
が
放
課
後
に
過
ご
す

場
と
し
て
の
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
な
ど
、
地
域
の
様
々
な
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

新
制
度
に
お
け
る 

施
設
利
用
の
流
れ

　
新
制
度
で
は
、
施
設
等
（
幼
稚

園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

地
域
型
保
育
）
を
利
用
す
る
際
に
、

利
用
の
た
め
の
認
定
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。
認
定
に
は
、
子
供

の
年
齢
や
利
用
先
の
希
望
等
に

よ
っ
て
、
三
つ
の
区
分
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
認
定
区
分
に
応
じ
て
利

用
で
き
る
施
設
が
決
ま
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
と
時
期

や
流
れ
が
大
き
く
異
な
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
の
認
定

こ
ど
も
園
、
保
育
所
の
園
児
募
集

に
つ
い
て
は
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

就労等のため、家庭で保育のできない
保護者に代わって保育する施設

小学校以降の教育の基礎を作るための
幼児期の教育を行う学校

教育と保育を一体的に行う施設 少人数の単位で、０～２歳の子供を預
かる事業

▷幼稚園と保育所の機能や特長を併せ持ち、地域
　の子育て支援も行う施設です
▷認定こども園は、認可の種類によって、幼保連
　携型、幼稚園型、保育所型、地方裁量型に分か
　れます

▷新制度では、新たに市の認可事業となります
▷地域の様々な状況に合わせて保育の場を確保し
　ていきます

新制度における「教育・保育の場」

夕方までの保育の他、園によって
延長保育を実施
共働き世帯等、家庭で保育のでき
ない保護者

利用時間

利用できる 
保 護 者

昼過ぎ頃までの教育時間の他、園
によって預かり保育等を実施

制限なし

利用時間

利用できる 
保 護 者

【認定こども園　３つのポイント】
１　満３歳以上の子供へ、保護者の就労状況に関わ 
　　りなく、教育・保育を総合的に提供します

２　満３歳以上の子供は、保護者の就労状況が変わ 
　　っても、通い慣れた園を継続して利用できます

３　入園していなくても、子育て相談や親子の集い 
　　の場などの子育て支援を利用できます

保育所
０～５歳

幼稚園
満３～５歳

認定こども園
０～５歳

地域型保育
０～２歳

【地域型保育　４つのタイプ】
１　家庭的保育　　　少人数（定員５人以下）を対 
　　（保育ママ）　　　象に保育
２　小規模保育　　　少人数（定員６～19人）を 
　　　　　　　　　　対象に保育
３　事業所内保育　　事業所の保育施設等で、従業 
　　　　　　　　　　員の子供と地域の子供を保育
４　居宅訪問型保育　個別のケアが必要な場合等、 
　　　　　　　　　　保護者の自宅で１対１で保育

※園の意向によって新制度に移行しない園もあります。
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鶴
岡
市
の
取
り
組
み

　
新
制
度
の
取
り
組
み
は
、
住
民

に
最
も
身
近
な
市
町
村
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
地
域
の
子
育
て
家

庭
の
状
況
や
、
子
育
て
支
援
へ
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年

十
月
に
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
や
現
在
の
子
育
て
支
援

の
実
施
状
況
、
今
後
の
人
口
推
計

等
を
踏
ま
え
、
国
の
定
め
る
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
七
年

か
ら
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
鶴
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
計
画
を
は
じ
め
、
新

制
度
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
審

議
す
る
た
め
、「
地
方
版
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
と
し
て
「
鶴
岡
市

児
童
福
祉
審
議
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
審
議
会
は
、
児
童
の
保

護
者
、
児
童
福
祉
事
業
等
の
従
事

者
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
、

幅
広
い
見
地
か
ら
の
意
見
を
施
策

に
反
映
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
今
後
、
子
供
一
人
ひ
と
り
の
健

や
か
な
育
ち
を
支
え
る
施
策
を
総

合
的
に
検
討
し
、
施
設
・
事
業
等
、

様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、

地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
も
の
を

計
画
的
に
整
備
、
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

〈平成27年度入園〉
―利用手続きの流れ―
保育所等での保育を
利用希望の場合 幼稚園等を利用希望の場合

施設 認定こども園 
保育所

認定こども園 
幼稚園（新制度）

幼稚園
（現行制度）

対象
年齢 ０～５歳 満３～５歳 満３～５歳

認定
区分

２号認定
３号認定 １号認定 ―

利用
要件

「保育を必要とす
る事由」に該当 制限なし 制限なし

手
続
き
の
流
れ
　

▷市へ入所の申込
　みをします
▷併せて利用のた
　めの認定を申請
　します

幼稚園等へ直接、
利用希望の申込み
をします 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
各
幼
稚
園
へ
直
接
申
込
み
を
し
ま
す

▼ ▼

幼稚園等から入園
の内定を受けます
（定員超過等の場
合は選考あり）

▼ ▼

幼稚園等を通じて、
市へ利用のための
認定を申請します

▼ ▼

▷市から認定証が
　交付されます
　（２号認定・３号
　認定）
▷申込者の希望、
　保育所等の状況
　等によって、市
　が利用調整をし、
　決定通知を送付
　します

幼稚園等を通じて、
市から認定証が交
付されます（１号
認定）

▼ ▼ ▼

入園・入所 入園

保
育
料

国が定める基準を上限として市が設定しま
す。保育料の額は、保護者の所得に応じて
決まります

各園が定
める保育
料です

３つの認定区分
１号認定　満３歳以上・教育標準時間認定
　子供が満３歳以上で、教育を希望する場合

　利用先 →幼稚園、認定こども園

２号認定　満３歳以上・保育認定
　子供が満３歳以上で、「保育を必要とする事由」
に該当し、保育所等での保育を希望する場合

　利用先 →保育所、認定こども園

３号認定　満３歳未満・保育認定
　子供が満３歳未満で、「保育を必要とする事由」
に該当し、保育所等での保育を希望する場合

　利用先 →保育所、認定こども園、地域型保育

　保育を必要とする事由 
　（次のいずれかに該当することが必要です）
□就労（フルタイムの他、基本的に全ての就労）
□妊娠、出産
□保護者の疾病、障害
□同居または長期入院等している親族の介護・看護
□災害復旧
□求職活動（起業準備を含む）
□就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
□虐待やDVのおそれがあること
□育児休業取得中に、既に保育を利用している子供が
　いて継続利用が必要であること
□上記に類する状態として市が認める場合
※同居の親族が子供を保育することができる場合、利
　用の優先度が調整される場合があります。
※この他、保育認定（２号・３号認定）に当たっては、
　就労を理由とする場合等の保育の必要量が考慮され
　ます。

大
宝
幼
稚
園
、
鶴
岡
幼
稚
園 

み
ど
り
幼
稚
園
、
若
葉
幼
稚
園 

マ
リ
ア
幼
稚
園
、
和
光
幼
稚
園
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【鶴岡地域】 ■問各園または本所子育て推進課☎内線148へ
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 120人 ☎24‐7164
〈♠予定〉りっしょう（加茂） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎33‐3067
　にしごう（下川） ３歳 7：30～19：00 40人 ☎76‐2412
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～18：30 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～18：30 100人 ☎23‐5646
◎南部（美原町） ３か月 7：30～18：30 120人 ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 100人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 70人 ☎25‐7070
◎常念寺（睦町） ２か月 7：00～19：00 120人 ☎24‐9055
◎常念寺分園（睦町） ２か月 7：00～19：00 30人 ☎24‐9110
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 100人 ☎22‐5841
◎新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
◎ちとせ（稲生一丁目） ５か月 7：20～19：00 60人 ☎22‐0742
◎美咲（美咲町） ２か月 7：00～19：00 70人 ☎28‐3331
◎美咲の森（美咲町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎24‐5555
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：00～19：00 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：30～18：30 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 50人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：00 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：30～18：00 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎三瀬（三瀬） ２か月 7：00～19：00 50人 ☎73‐3500
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 100人 ☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
※「城南」「りっしょう」「にしごう」の各園名は仮称です。

【藤島地域】 ■問各園または藤島庁舎市民福祉課☎内線117へ
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

〈♦予定〉いなば（藤島） ３歳 7：30～19：00 70人 ☎64‐2310
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳 7：30～19：00 220人 ☎78‐2588
【羽黒地域】 ■問各園または羽黒庁舎市民福祉課☎内線503へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
◎大東（羽黒町手向） １歳 7：30～18：00 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
【櫛引地域】 ■問各園または櫛引庁舎市民福祉課☎57‐2116へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：15 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳 7：15～19：15 90人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
【朝日地域】 ■問各園または朝日庁舎市民福祉課☎内線325へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
【温海地域】 ■問各園または温海庁舎市民福祉課☎43‐4613へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
◎五十川（五十川） ２か月 7：45～17：30 30人 ☎45‐2056
◎あつみ（温海） ２か月 7：45～17：30 80人 ☎43‐3901
◎鼠ケ関（鼠ケ関） ２か月 7：45～17：30 40人 ☎44‐2133
◎山戸（山五十川） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎45‐2718
◎福栄（木野俣） ２か月 7：45～17：30 30人 ☎47‐2883

■対象
　本市に住民登録しており、両親が仕事
や病気等のため､ 保育を必要とする児童
（出生予定、本市へ転入予定の児童も受
け付けます）

■申込書の配布
　10月15日○水から右の表の各園、本所
子育て推進課及び各地域庁舎市民福祉課
で配布します

■申込書の受付
　10月15日○水～30日○木に上記配布場所
で受け付けます（できるだけ第１希望の
園へお申し込みください）

■提出書類
　入所申込書（認定申請を兼ねる）、就
労証明書、保育料納付誓約書、口座振替
依頼書等

■入園の決定
　来年１月下旬に郵送で通知予定です

※入園手続き等の詳細は、申込書と同時
　に配布する「入園のてびき」を参考に
　してください。
※定員は、現行の認可定員であり、新規
　受入人数ではありません。各園及び年
　齢によって新規受入人数は異なり、若
　干名となる園もあります。
※新規受入可能人数以上の申込みがあっ
　た場合は、面接等で調整することにな
　ります｡ 対象者には郵送で通知します。
※年度途中の入園希望も､ 受付期間内に
　お申し込みください｡ 期間外の申込み
　には対応できない場合があります｡
※各園の受入年齢は就学前までですが、
　下記の園は受入年齢が異なります。
　〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
　〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで

来年度
入園児
募集

♠＝認定こども園（幼保連携型）
♦＝認定こども園（幼稚園型）
　＝認定こども園（保育所型）
◎＝保育所
♥

♥

※来年度入園児募集について、詳しくは市ホームページ「子育て推進課」をご覧ください。
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沢
市
の
二
五
一
ｔ
に
次
ぐ
一
六
七

ｔ
の
県
内
二
位
（
本
県
全
体
の
一

割
）。
そ
ば
処
・
山
形
の
中
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
を
誇
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
「
つ
る
お
か
農
商
工
観

連
携
総
合
推
進
協
議
会
（
会
長
・

鶴
岡
市
長
）」
は
、
鶴
岡
産
そ
ば

を
食
文
化
資
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
で
、
鶴
岡
産
そ
ば
の
消
費
拡

大
と
「
そ
ば
処
」
と
し
て
の
認
知

度
向
上
を
目
的
と
す
る
「
鶴
岡
産

そ
ば
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
、
今
年
度
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

【
特
集
】　
鶴
岡
産
そ
ば
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●平成25年産そばの県内トップ３
■
品
質
向
上
と
収
穫
量
増
加

　

そ
ば
の
市
場
は
国
内
約
半
分
の

収
穫
量
を
占
め
る
北
海
道
産
の
作

柄
に
影
響
を
受
け
、
そ
ば
の
安
定

供
給
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

他
地
域
産
の
そ
ば
に
頼
ら
ず
、
ま

た
、
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に

も
、
鶴
岡
産
そ
ば
の
品
質
を
高
め

る
と
と
も
に
、
作
付
面
積
に
見
合

う
収
穫
量
を
確
保
す
る
栽
培
技
術

の
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
度
は
市
内
の

中
山
間
地
の
五
か
所
計
約
一
・
九

ha
に
、
県
優
良
品
種
「
で
わ
か
お

り
」
の
モ
デ
ル
ほ
場
を
設
置
し
ま

鶴
岡
産
そ
ば
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

「
米
ど
こ
ろ
」
の
庄
内
平
野
。
肥

沃
な
大
地
と
豊
富
な
水
利
に
恵
ま

れ
て
い
る
本
市
は
、
良
食
味
・
高

品
質
の
庄
内
米
の
産
地
と
し
て
、

ま
た
、
味
と
艶
と
も
に
群
を
抜
い

た
評
価
の
お
米
「
つ
や
姫
」
発
祥

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
本
市
が
「
そ
ば
の
産
地
」

で
あ
る
こ
と
は
、
余
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
鶴
岡
産
そ
ば
の
平
成

二
十
五
年
産
作
付
面
積
は
五
一
八

ha
で
本
県
全
体
の
一
割
を
占
め
、

県
内
一
位
で
す
。
収
穫
量
は
尾
花

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
田

川
・
川
代
山
・
宝
谷
地
区
と
朝
日
・

温
海
地
域
の
そ
ば
生
産
者
団
体
、

そ
ば
屋
で
構
成
す
る
庄
内
そ
ば
麦

き
り
研
鑽
会
、Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
、

Ｊ
Ａ
鶴
岡
、
県
庄
内
総
合
支
庁
・

市
関
係
課
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
品
質
向

上
と
収
穫
量
増
加
」、「
そ
ば
関
係

者
に
よ
る
情
報
共
有
」、「
観
光
資

源
と
し
て
情
報
発
信
」
を
、
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
向
け
た
重
点
的
取
り
組

み
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

鶴
岡
産
そ
ば 

山
形
県
一
を
目
指
し
て

 「
年
越
し
そ
ば
」「
引
っ
越
し
そ
ば
」

な
ど
、
日
本
人
の
食
文
化
に
深
く
根

ざ
し
て
い
る
「
そ
ば
」。

　

山
形
県
は
、
香
り
と
喉
越
し
よ
い

そ
ば
を
生
産
す
る
「
そ
ば
処ど

こ
ろ
」
と
し

て
有
名
で
す
。

 「
鶴
岡
産
そ
ば
を
ブ
ラ
ン
ド
へ
」。

　

今
、
地
域
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

【
　
　
　   

　
　
　
　
　 

　
　
　
　

】

【
　
　
　   

　
　
　
　
　 

　
　
　
　

】
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　そばの生育に恵まれている朝
日地域では、15年くらい前か
ら本格的にそばを栽培していま
す。年々、作付面積は広がって
いますが、良質のそばを栽培す
るためには、土壌改良と排水対
策が欠かせません。皆さんから
おいしいと喜んでもらえるそば
を目指し取り組んでいきます。

山形つるおか新そばまつり　～んめぇ鶴岡のそば～
▼越沢新そばまつり
■日11月１日○土・２日○日午前10時～午後２時
■内山菜料理付き新そば特別メニュー、そば打ち実演、
温海地域特産品販売
■場・■問まやのやかた☎47‐2430

▼「田川森のふるさと村」新そばまつり
■日11月２日○日午前10時～午後３時
■場田川コミュニティセンター
■内新そば試食、そば打ち実演、田川地区特産品販売
■問ＪＡ鶴岡田川支店☎35‐2011

▼庄内あさひ新そばまつり 2014
■日11月 9日○日午前11時～午後２時
■場すまいる
■内ざるそば・なめこそば、そば打ち実演、朝日地域特
産品販売、そば商品の販売
■問朝日庁舎産業課内「同まつり実行委員会」事務局☎
53‐2111内線343

４つの「新そばまつり」が連続で開催。
　また、10月26日○日 ～ 11月９日○日の
　　まつり期間、のぼりを掲げている
　　　庄内そば麦きり研鑽会加盟店で
　　　　も新そばを提供します。スタ
　　　　　ンプラリーも実施。
　　　　　　■問本所農政課☎内線556

朝日そば生産組合　組合長　宮崎広和さん 庄内そば麦切り研鑽会　代表　森村孝雄さん

　私たちは、代々受け継いでき
た技を更に磨きあげるため、技
術研修や先進地視察などを行っ
ています。鶴岡産そばの品質は、
他の産地と比べても遜色があり
ません。産地だからこそ味わえ
る「ひきたて・うちたて・ゆで
たて」の鶴岡産そばをぜひご賞
味ください。

し
た
。
土
壌
づ
く
り
の
肥
料
や
種

ま
き
後
の
栽
培
管
理
、
排
水
対
策

の
徹
底
な
ど
に
取
り
組
み
、
栽
培

技
術
の
底
上
げ
を
目
指
し
ま
す
。

■
そ
ば
関
係
者
に
よ
る
情
報
共
有

　

そ
ば
栽
培
時
の
こ
だ
わ
り
や
、

ど
の
よ
う
な
味
や
香
り
の
そ
ば
が

好
ま
れ
て
い
る
か
な
ど
、
そ
ば
を

生
産
す
る
側
と
提
供
す
る
側
の
そ

れ
ぞ
れ
が
情
報
を
持
ち
寄
り
、
そ

ば
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
意

見
交
換
会
や
、
そ
ば
ほ
場
見
学
会

な
ど
様
々
な
機
会
を
通
し
情
報
共

有
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
観
光
資
源
と
し
て
情
報
発
信

　

夏
と
秋
の
新
そ
ば
の
時
期
に
合

わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
食
文
化

関
連
事
業
と
の
連
携
な
ど
、
鶴
岡

産
そ
ば
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
イ

ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

鶴
岡
産
そ
ば
で
地
域
を
元
気
に

　

鶴
岡
が
「
そ
ば
処
」
と
し
て
認

知
度
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
ば
の
生
産
振
興
や
観
光
誘
客
に

つ
な
が
り
、
地
域
の
各
産
業
へ
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
鶴

岡
産
そ
ば
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
通

し
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
こ
の
特
集
の
お
問
合
せ
は
、
本

所
農
政
企
画
室
☎
25
‐
２
１
１
１

内
線
５
８
９
へ
。

鶴岡産そばブランド化への取り組み

品質向上と収穫量増加

○市内産地にモデルほ場の設置
　と栽培履歴表示
○栽培技術研修会
○県とＪAの栽培指導　など

そば関係者による
情報共有

○産地トップリーダーの育成
○鶴岡産そば情報交換会
○新そば試食会&マッチング
　交流会　など

観光資源として
情報発信

○ほ場イベント（お花見カフェ）
○鶴岡産夏そばの販売
○山形つるおか新そばまつり
　など

産
地
だ
か
ら
こ
そ
の
味
を

そ
ば
づ
く
り
は
土
づ
く
り

【
　
　
　   

　
　
　
　
　 

　
　
　
　

】

４つの「新そばまつり」が連
また、10月26日○○○～11月
まつり期間、のぼりを掲
　庄内そば麦きり研鑽会
も新そばを提供しま
　ンプラリーも実施

問■■■■本所農政課☎

▼ふるさとむら宝谷 新そばまつり
■日10月26日○日正午～午後３時
■内流しそば体験、新そば早食い競争、新そば・餅等販
売、歌謡ショー
■場・■問ふるさとむら宝谷☎57‐4415
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

羽黒 出羽三山精進料理プロジェクト特別協賛企画　学び味わうツアー 羽黒山三大祭「八朔祭」

＜羽黒山山頂、手向宿坊街等＞

参加者は、地元の方や観光ガイドから話を聞き、
八朔祭について学んだ後、実際に見学。蜂子
神社前庭でたかれる「柴燈護摩」や、「秋の峰」

８．31
修行者らの姿に見入っていました。また、宿坊
では精進料理をたんのう。ライトアップされた
国宝・五重塔も見学し、羽黒山を満喫しました。

温海 とれたて！お魚夕市　紅えびまつり

＜鼠ケ関港＞

水揚げされたばかりの海の幸を思う存分に味わ
える、恒例のイベントです。海の産直カー「海
丸」の前には、紅えびを買い求めるお客さんの

９．５
長蛇の列。えび汁等の販売や分け魚の詰め放題、
市場見学も行われ、多くの人でにぎわいました。
10月11日○土には「カニまつり」が開催されます。
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藤島 両所神社御獅子舞（市指定無形民俗文化財）

400年もの歴史があり、今もなお継承さ
れている御獅子舞。今年も夏の例祭で、
激しく勇壮な踊りが奉納されました。

８.18

＜添川両所神社＞

温海 山の活動体験事業 サラリーマン林太郎

森林に入る機会の少ない参加者が、間伐
作業等を通して林業を体験。森林活動に
関心を持つきっかけとなったようです。

８. 23

＜鼠ケ関地区＞

温海 温泉観光地「おもてなし向上研修」

「スタッフの主体的な働きようと気付き
が大切です」。㈱JTB総合研究所から講師
を招き、「おもてなしの心」を学びました。

８. 27

＜出羽商工会温海支所会館＞

藤島 鶴岡まちづくり塾藤島グループ「夏のエジプト料理教室」

講師はグループのメンバーでエジプト出
身のスルタンさん。藤島の新鮮野菜でな
す料理やモロヘイヤスープを作りました。

８. 31

＜藤島地区地域活動センター＞

朝日 大鳥池 タキタロウ生息調査

30年ぶりに行われたこの調査に住民ら
が参加。魚群探知機で魚影を確認し、伝
説の巨大魚の実在に期待が膨らみました。

９．６
 ～８

＜大鳥地区＞

羽黒 いでは文化講演会「羽黒山の松例祭」

「松例祭の大松明行事」の国重要無形民俗
文化財指定を記念し開催。参加者は祭り
の歴史や神事について理解を深めました。

９.12

＜いでは文化記念館＞
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市政功労者表彰

■問本所総務課☎内線300

　平成３年８月から平成17年９月の閉
町まで４期14年２月藤島町議会議員と
して、平成17年10月から平成21年10
月までの１期４年鶴岡市議会議員として、
通算18年２月の永きにわたり地方議会
議員として活躍し、その間、藤島町議会
においては、副議長、総務常任委員会委

員長、文教厚生常任委員会委員長、監査
委員等を、鶴岡市議会においては、庄内
広域行政組合議会議員、山形県鶴岡市土
地開発公社理事、鶴岡市総合計画審議会
委員など数多くの要職にあって、積極的
にその職責を全うされ、地方自治の進展
と市政の発展に寄与されました。

〈地方自治功労〉　押井 喜一 氏 （65歳） 宝徳

〈市民生活功労〉　原田 薫 氏 （85歳） 美原町
　平成４年４月鶴岡市民憲章推進協議会
副会長に就任以来平成８年４月から平成
26年５月まで同会長として、22年以上の
永きにわたり市民の生活規範となる市民
憲章の唱和の推進、環境美化活動などの
実践を通じて、市民憲章の普及啓発に努
め、きれいなまちづくり、明るく住みよい

まちづくりの実現のため指導的役割を果
たされました。さらに、市町村合併後の
新市民憲章制定にあたり、制定委員とし
て尽力されるとともに、制定後にあって
は、同会の活動の全市域における展開に
意を用いられるなど、地域社会の振興と
市民生活の向上発展に寄与されました。

〈社会福祉功労〉　竹内 峰子 氏 （66歳） 三瀬
　平成６年１月民生委員児童委員に就任
以来現在まで、20年９月の永きにわた
り社会奉仕の精神をもって、援助を必要
とする方々の自立支援、ひとり暮らし高
齢者の友愛訪問等に献身的に尽力されま
した。就任と同時に、主任児童委員とし
て児童生徒の健全育成に積極的に携わら

れたほか、鶴岡市児童福祉審議会委員長
として本市の子育て支援策の推進に貢献
されました。さらに、平成22年12月か
ら鶴岡市民生児童委員協議会連合会会長
として委員の資質の向上に努められるな
ど、民生の安定と市民福祉の向上発展に
寄与されました。

市
政

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

■
投
票
日　

11
月
13
日
○木　

■
立
候
補
の
届

出　

11
月
６
日
○木
に
各
選
挙
区
へ
届
出　

■

立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会　

10
月
16
日
○木

午
前
10
時
・
市
役
所
本
所
６
階
大
会
議
室

■問
本
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
内
線
６

４
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
選
管
分
室
へ

健
康

問
診
・
歯
周
組
織
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す 

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○水
〜
12
月
27
日
○土　

■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）　

■対
今
年
度
中
に
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、

70
歳
に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済

み
の
方
を
除
く
）　

■費
１
、
５
０
０
円
（
70

歳
は
無
料
。
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
免
除
制
度
あ
り
〈
要
事
前
申

請
〉）　

■持
受
診
券
（
９
月
末
に
送
付
済
み
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を 

積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

近
年
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
が
ん
は
早

期
に
発
見
す
れ
ば
治
る
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
検
診
で
は
症
状
の
出
な
い
早
期
の
う

ち
に
が
ん
を
発
見
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
定

期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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市政功労者　10月１日（市制施行記念日）に表彰

　市では、本市の発展に尽くされた方を
市政功労者として表彰し、その功績をた
たえています。今年度は、次の５人の方

が10月１日の市制施行記念式典で表彰
されます（この表彰は、鶴岡市表彰条例
に基づいて行われるものです）。

　昭和58年５月から平成13年10月ま
での５期18年６月朝日村議会議員と
して、平成17年10月から平成25年10
月までの２期８年鶴岡市議会議員とし
て、通算26年６月の永きにわたり地
方議会議員として活躍し、その間、朝
日村議会副議長、同議会運営委員会委
員長、同総務厚生常任委員会委員長、

朝日村監査委員、鶴岡市議会副議長などの要職を歴任されま

〈地方自治功労〉　佐藤 征勝 氏 （71歳） 大鳥
した。また、平成14年２月から平成
17年９月の閉村まで、朝日村長とし
て、村政執行の重責を担われるととも
に、市町村合併に際し、合併協議会副
会長として、協議内容をまとめる重要
な役割を果たされるなど、数多くの要
職にあって、積極的にその職責を全う
し、地方自治の進展と市政の発展に寄
与されました。

〈地方自治功労〉　佐藤 正明 氏 （66歳） 鼠ケ関
　昭和62年５月から平成13年８月ま
での４期14年３月にわたり温海町議
会議員として活躍し、その間、産業建
設常任委員会副委員長、文教厚生常任
委員会委員長、議会運営委員会委員長、
監査委員など数多くの要職を歴任され
ました。また、平成13年10月から平成
17年９月の閉町まで、温海町長とし

て、町政執行の重責を担われるとともに、市町村合併に際し、

合併協議会副会長として、協議内容を
まとめる重要な役割を果たされました。
さらに、平成19年４月から平成21年
10月まで鶴岡市副市長として市長を
補佐し、地方分権改革や社会情勢の変
化に応じた市政運営の円滑な執行に尽
力されるなど、数多くの要職にあって、
積極的にその職責を全うし、地方自治
の進展と市政の発展に寄与されました。

■対
①
子
宮
が
ん
検
診
…
平
成
７
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
女
性
の
方　

②
乳
が
ん
検

診
…
昭
和
50
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

女
性
の
方
で
、
今
年
度
中
に
偶
数
年
齢
に
な

る
方
及
び
41
歳
に
な
る
方
（
今
年
度
人
間
ド

ッ
ク
等
で
市
が
実
施
す
る
検
診
を
受
け
た

方
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
方
を
除
く
）　

■場

①
・
②
…
す
こ
や
か
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
鶴
岡
協
立
病

院
、
三
浦
産
婦
人
科
医
院
、
三
井
病
院　

②

の
み
…
荘
内
病
院
、
宮
原
病
院
、
斎
藤
胃
腸

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
茅
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
真
島
医

院
、佐
久
間
医
院（
湯
温
海
）、阿
部
医
院（
同
）　

■持
無
料
ク
ー
ポ
ン
券（
対
象
者
に
送
付
済
み
）

ま
た
は
受
診
券　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生

活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
、

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
に
よ
っ
て
避
難
し

て
い
る
方
は
料
金
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

福
祉

耳
と
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
10
月
22
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
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保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
納
付
書
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
書
兼
納
付
済
通

知
書
）
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
納
付

書
は
７
月
に
保
険
料
の
通
知
と
一
緒
に
送
付

済
み
）。

①
差
引
き
対
象
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方　

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方　

③
今
年
２
月
以
降
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
方
（
▽
今
年
２

月
〜
５
月
に
加
入
し
た
方
…
特
別
徴
収
は
10

月
か
ら
。
７
月
〜
９
月
の
３
期
分
は
納
付
書

で
支
払
い　

▽
６
月
以
降
に
加
入
し
た
方
…

今
年
度
は
全
額
を
納
付
書
で
支
払
い
）　

④

特
別
徴
収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
（
昨

年
度
中
の
保
険
料
額
変
更
に
よ
っ
て
特
別
徴

収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
は
、
今
年
10

月
に
特
別
徴
収
を
再
開
。
７
月
〜
９
月
の
３

期
分
は
納
付
書
で
支
払
い
）

　

保
険
料
は
、
納
付
書
に
記
載
の
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
付
方
法
が
分
か

ら
な
い
と
き
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

納
付
書
が
届
い
た
方
で
口
座
振
替
を
希
望

す
る
方
は
、
金
融
機
関
等
で
手
続
き
を
す
る

と
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
口
座
か
ら
振
替
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
既
に
納

期
限
の
過
ぎ
た
保
険
料
は
引
き
落
と
さ
れ
な

い
た
め
、
発
行
済
み
の
納
付
書
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
以
前
に
国
保
等
で
使
用
し
て
い
た

振
替
口
座
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
の
で
、
新

た
に
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

未
就
学
児
の
子
育
て
支
援
医
療
証
の
更

新
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

子
育
て
支
援
医

療
証
に
は
有
効
期

限
が
あ
り
、
未
就

学
児
の
医
療
証
は

窓
口
で
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
期
限

が
近
づ
い
た
ら
忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
（
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
月
の

初
日
ま
で
し
か
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

■持
印
鑑
、
子
供
の
保
険
証
、
現
在
使
用
し
て

い
る
医
療
証
、
転
入
し
た
方
や
扶
養
者
の
住

所
が
本
市
に
な
い
方
は
扶
養
者
の
前
年
ま
た

は
前
々
年
の
所
得
額
等
を
証
明
で
き
る
も
の　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証（
○身
・
○子
・
○親
）を 

お
持
ち
の
方
へ

　

福
祉
医
療
で
負
担
し
た
医
療
費
が
高
額
療

養
費
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
市
が
代
理

で
保
険
者
へ
高
額
療
養
費
請
求（
代
理
請
求
）

を
行
い
ま
す
。
該
当
し
た
場
合
は
、
高
額
療

養
費
代
理
請
求
及
び
受
領
委
任
状
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
の

助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
後
日
、
支
給
申

請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、

通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険
で
扶
養

し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）　

■問
本
所
国
保

年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
等
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
６
民
生
区
（
第
六
学
区
）
…
工
藤
く
み

子（
西
新
斎
町
）　

▽
櫛
引
地
区（
櫛
引
地
域
）

…
鈴
木
よ
し
（
西
荒
屋
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

年
金
・
医
療

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
等
の
手
続
き
は
、
会

社
等
の
健
康
保
険
と
異
な
り
、
各
自
で
行
い

ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
方
以
外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

①
会
社
等
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

と
そ
の
扶
養
家
族　

②
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方　

③
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方

▼
二
重
加
入
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
等
に

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
勤
め
て
い
る
方

の
扶
養
と
な
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪
失
届
が

必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
国
保
に
加
入

し
た
ま
ま
と
な
り
、
保
険
料
と
国
保
税
を
二

重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

か
？

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以
外

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養

と
な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
健

康
保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
を
、
家
族
が
勤
務
す
る
会
社

等
で
確
認
の
上
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

あ
な
た
は
退
職
者
医
療
制
度
に 

該
当
し
ま
せ
ん
か
？

　

会
社
等
の
健
康
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
た
方
で
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
退
職
者
被
保
険
者
証
へ
の
切
替
え
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
で
、
従
来
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
等
か
ら
の
拠
出
金
が
国
保
に
交
付
さ
れ
、

国
保
財
政
の
健
全
運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■対
65
歳
未
満
の
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金

の
受
給
権
者
で
、
年
金
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
で
10
年
以
上
あ
る
方

と
そ
の
扶
養
家
族　

■持
国
民
健
康
保
険
証
、

年
金
を
受
給
中
の
方
は
年
金
証
書　

■問
本
所

国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
つ
い
て

▼
納
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
料
が
未
納
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
差
引
き（
特
別
徴
収
）

で
す
が
、
次
の
方
は
特
別
徴
収
が
で
き
な
い

か
、
ま
た
は
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
、
年
間
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子
育
て
・
教
育

父
子
家
庭
も
対
象
に
な
り
ま
し
た 

福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度
が
あ
り
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
寡
婦
の
方
の
生
活
安
定

と
経
済
的
自
立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な

成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付

け
制
度
で
す
。
子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・

大
学
・
専
門
学
校
の
授
業
料
に
充
て
る
た
め

の
資
金
や
、
親
や
子
供
が
就
職
等
の
た
め
に

技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い

方
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉
資
金
…
か
つ
て
母
子
家

庭
の
母
と
し
て
20
歳
未
満
の
子
供

を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た
は

配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女

性　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内

線
１
５
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月
〜
９
月
の
４
か

月
分
で
、
10
月
15
日
○水
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活

鶴
岡
市
土
地
開
発
公
社 

宅
地
分
譲
価
格
の
改
定
・
分
譲
募
集
の
お
知
ら
せ

■
募
集
区
画　

①
川
代
山

住
宅
団
地
…
13
区
画
（
４

３
８
・
46
㎡
〜
５
６
０
・

08
㎡
。
２
９
８
万
２
、
０

０
０
円
〜
３
８
０
万
９
、

０
０
０
円
）　

②
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
鼠
ケ
関
住
宅
団
地

…
４
区
画
（
２
４
９
・
42

㎡
〜
２
９
１
・
17
㎡
。
３

３
７
万
１
、
０
０
０
円
〜

３
９
３
万
５
、０
０
０
円
）　

■問
①
羽
黒
庁
舎
総
務
企
画

課
☎
内
線
２
２
２　

②
温

海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内

線
３
１
４　

■他
い
ず
れ
も
先
着
順
で
分
譲

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間 

３
Ｒ
推
進
で
ご
み
減
量
を
！

▼
市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
の

昨
年
度
実
績
は
６
３
９
ｇ
、
今
年
度
目
標
は

５
５
９
ｇ
で
す

　

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
、
ご
み
処
理
に
よ

る
環
境
負
荷
の
低
減
、
限
り
あ
る
資
源
の
有

効
活
用
、
処
理
経
費
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま

す
。
次
世
代
の
た
め
、
未
来
の
た
め
に
、
積

極
的
に
３
Ｒ
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
と
は
？

▽Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
〈
ご
み
を
出
さ

な
い
〉）　

資
源
回
収
運
動
に
参
加
す
る
。
生

ご
み
処
理
機
を
活
用
す
る
。
レ
ジ
袋
を
も
ら

わ
な
い
。
過
剰
包
装
を
断
る
等

▽Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
〈
物
を
繰
り
返
し
使

う
〉）　

物
を
修
理
し
て
繰
り
返
し
使
う
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
す
る
等

▽Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
〈
再
び
資
源
と

し
て
使
う
〉）　

資
源
物
等
の
ご
み
分
別
を
徹

底
す
る
。
資
源
回
収
運
動
に
参
加
す
る
等

▼
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
確
認
し
よ
う
！

▽
資
源
ご
み
（
桃
・
黄
・
緑
袋
に
入
れ
る
ご

み
）
は
サ
ッ
と
洗
っ
て
再
生
推
進　

▽
瓶
は

緑
袋
で
出
し
て
資
源
化
促
進　

▽
雑
が
み
は

資
源
回
収
に
出
し
て
ご

み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

を　

▽
生
ご
み
は
袋
に

入
れ
る
前
に
、
ギ
ュ
ッ

と
水
切
り
し
て
軽
量
化

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

求
人
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

「
鶴
岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」（
市
役

所
本
所
１
階
）
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
端
末
を
１
台
設

置
し
ま
し
た
。
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま

す
。
利
用
方
法
等
詳
し
く
は
、
同
ル
ー
ム
で

確
認
す
る
か
、
市
HP
「
商
工
課
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
利
用
日
時　

月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
１
回
の
利
用
は
30
分
ま
で
）

■問
同
ル
ー
ム
☎
25
‐
２
２
１
５

10
月
20
日
〜
26
日
は
行
政
相
談
週
間 

行
政
相
談
会
を
開
設
し
ま
す

　

年
金
や
道
路
、
社
会
福
祉
、
雇
用
等
国
の

行
政
全
般
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、

要
望
し
た
い
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
等
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■日
10
月
21
日
○火
午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

■場

由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
本
所
市

民
課
☎
内
線
１
５
８　

■他
通
常
の
行
政
相
談

の
日
程
は
、
広
報
の
最
終
ペ
ー
ジ
「
今
月
の

各
種
相
談
窓
口
開
設
日
」
欄
に
掲
載

▼
行
政
相
談
委
員
を
御
存
じ
で
す
か
？

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
苦
情
・
要

望
を
受
け
付
け
て
、
公
正
・
中
立
な
立
場
か

ら
関
係
行
政
機
関
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
そ
の
解
決
・
実
現
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

本
市
に
は
鶴
岡
地
域
に
２
人
、
そ
の
他
の
地

域
に
１
人
ず
つ
、
計
７
人
の
委
員
が
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
・
行
政
相
談
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
同
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

荘
内
看
護
専
門
学
校 

看
護
学
生
募
集

■対
高
校
卒
業
者
及
び
来
年
３
月
に
高
校
卒
業

見
込
み
の
者
、
高
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
20
人　

■
修

業
年
数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受
付
日

時　

来
年
１
月
５
日
○月
〜
15
日
○木
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
当
日
必
着
）　

■
試
験
日
時
・

科
目　

一
次
試
験
…
１
月
23
日
○金
午
前
９
時

（
国
語
〈
古
典
を
除
く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・

Ⅱ
）　

二
次
試
験
（
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）

…
１
月
24
日
○土
午
前
９
時
（
面
接
、小
論
文
）　

■
試
験
会
場
・
申
込
み　

同
校
☎
22
‐
１
９

１
９

①②



14　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
実
施 

鶴
岡
市
鶴
岡
地
域
総
合
防
災
訓
練

　

地
区
住
民
・
幼
稚
園
児
・
小
学
生
が
避
難
・

情
報
伝
達
訓
練
や
起
震
車
・
初
期
消
火
等
の

各
種
体
験
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害

応
援
協
定
締
結
機
関
・
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
、
災
害
対
応
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■日
10
月
12
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
40
分　

■場
西
郷
地
区
農
林
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
西
郷

小
等　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
各
地
域
で
基
準
と
な
る
土

地
（
基
準
地
。
市
内
で
は
32
地
点
）
を
選
ん

で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
す
る
も

の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ

ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が

分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本
所
土
木

課
☎
内
線
４
５
８
、
東
部
建
設
事
務
室
（
羽

黒
庁
舎
）、
南
部
建
設
事
務
室
（
朝
日
庁
舎
）

及
び
温
海
建
設
事
務
室
（
温
海
庁
舎
）
で
閲

覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県

HP
で
も
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

10
月
11
日
〜
17
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間 

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
ま
た
は
東

部
・
南
部
・
温
海
建
設
事
務
室
へ

10
月
は
土
地
月
間
〜
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
〜

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
詳
細
は
市

HP
「
政
策
企
画
課
」

青
年
就
農
給
付
金
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

要
件
を
満
た
し
た
新
規
就
農
者
に
、
年
間

１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間
給
付
す
る
制
度

で
す
。
制
度
改
正
に
伴
い
、
給
付
要
件
や
申

請
書
類
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市

HP
「
農
政
課
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
10
月
17
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

北
海
道
に
出
荷
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
１
０
１
年 

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
庄
内
柿
を
守
ろ
う

　

庄
内
柿
は
「
平
核
無
」
と
い
う
品
種
名
で

本
市
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
由
緒
あ
る
柿
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
高
品
質
な
庄
内
柿
を
守
り

育
て
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
所
有
す
る
柿
の
木
の

管
理
を
徹
底
し
、病
気
・

害
虫
を
発
生
さ
せ
な
い
（
斑
点
を
伴
う
紅
葉

が
見
ら
れ
る
柿
は
「
落
葉
病
」
を
患
っ
て
い

ま
す
）　

▽
管
理
で
き
な
い
柿
の
木
は
、
生

産
者
に
委
託
す
る
か
伐
採
す
る

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３

10
月
11
日
〜
20
日
は「
全
国
地
域
安
全
運
動
」 

み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は「
窃
盗
」と
い
う
犯
罪
で
す
。
大

人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
！
さ

せ
な
い
！
見
逃
さ
な
い
！　

▽

掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
！
防

犯
登
録
も
忘
れ
ず
に
！

▼
子
供
を
守
ろ
う「
い
か
の

お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〞な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〞ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〞お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〞ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〞ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

鉄
道
の
事
件
・
事
故
を 

な
く
し
ま
し
ょ
う

▽
線
路
に
石
や
物
を
置
い
て
遊
ば
な
い　

▽

感
電
（
２
万
ボ
ル
ト
）
に
注
意　

▽
降
り
て

い
る
遮
断
機
は
く
ぐ
ら
な
い　

▽
踏
切
の
ボ

タ
ン
は
い
た
ず
ら
し
な
い

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

10
月
22
日
〜
31
日
は
歩
行
者
保
護
、

早
め
ラ
イ
ト
点
灯
推
進
強
化
週
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
薄
暗
く
な
り
始
め
た

と
感
じ
た
ら
、
運
転
者
は
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ラ
イ
ト

の
ハ
イ
ビ
ー
ム
（
上
向
き
）
を
活
用
し
な
が

ら
、
こ
ま
め
に
ロ
ー
ビ
ー
ム
（
下
向
き
）
と

切
り
替
え
、
夜
間
の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

キ
ノ
コ
を
採
取
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と

に
つ
い
て
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
や
不
安
を
感
じ
る
キ
ノ

コ
は
採
取
し
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ

と
こ
れ
に
似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え

て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
十
分
注
意
す
る　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
思
っ
て
持
ち
帰
っ

て
も
、
調
理
前
に
も
う
一
度
十
分
確
認
す
る

▽
安
易
な
お
裾
分
け
は
控
え
る

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

【
訂
正
】
９
月
号
に
掲
載
し
た
特
集「
ス
マ
ー

ト
ラ
ン
チ
作
戦 

お
い
し
く
、
賢
く
、
健
康

づ
く
り
」
の
う
ち
、
本
文
の
「
平
成
二
十
八

年
度
ま
で
に
達
成
す
る
目
標
値
」（
２
ペ
ー

ジ
３
段
目
４
行
目
）
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
「
平
成
三
十
年
度
ま
で

に
達
成
す
る
目
標
値
」
で
す
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
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市民の提案による行政との協働のまちづくり 
鶴岡パートナーズの取り組みを募集します

鶴岡パートナーズ

鶴岡パートナーズとは
　近年、少子高齢化に伴う人口減少や、経済情勢の
変化などを背景として、地域における課題が多様化・
複雑化し、これまでの行政サービスだけでは、それ
ぞれの地域に暮らす人たちが本当に望むまちづくり
を、きめ細かく効果的に行うこと
が難しくなってきています。
 「鶴岡パートナーズ」は、市民の
皆さんからの提案に基づき、市民
の皆さんと行政がそれぞれの役割
分担のもと、協働で事業を行うた

○事業に要する原材料や
　経費の支援
○情報の提供
○技術的アドバイス　等

行政の役割
○地域課題の把握
○事業の提案
○労働力の提供　　　等

市民の役割

めの仕組みです。平成22年の制度開始以降、24件
の取り組みを実施してきました。
　本市では、地域課題の解決や住みよいまちづくり
のための提案を、随時受け付けています。

取り組み事例を紹介します
■あつみ温泉ばら園 ガイドプレートを設置
　約90種、3,000本のバラが植栽されている園内に
は、これまでバラの品種名等の案内表示板がなかっ
たことから、ガイドプレートを設置し、観光客のお
もてなしに役立てました。
◎実施団体　あつみ観光協会温泉支部

■熊野長峰登山道 丸太階段の修繕
　市の天然記念物に指定されている大小８か所の湿
原が山頂付近に点在する熊野長峰。登山道の丸太階
段が腐食・破損し危険であったことから、新しい丸
太に取り替え、安全に通れるように整備しました。
◎実施団体　熊野長峰湿原保護管理会

事業提案の手続きについて
■事業対象として想定される事例
①市の施設の整備、修繕及び管理
　○住民主体で取り組む、地域の公園の整備・管理
　○藤棚や遊歩道の修繕
　○利用団体主体で取り組む、公共施設の芝張り
②市管理用地の利活用のための整備及び管理
　○未利用の市の用地を活用した、花壇や憩いの場
　　の整備
③その他、上記に類すると考えられる事業

■事業対象となる組織
　町内会組織、ＮＰＯ、ボランティア団体、市民活
動を行う市内に住所がある地域活動サークル等の団
体及び市内に営業所を有する企業（個人経営を含む）
またはその組合
■提案方法
　事業提案書（本所政策企画課で配布）及び関係書
類を同課に提出してください。
※詳細は市HP「鶴岡パートナーズ」をご覧ください。

■問本所政策企画課☎内線524
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市への意見や質問、広報を読んでの
感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

Q
電
話
勧
誘
で
決
め
た
購
入
を

取
り
消
し
た
い
の
で
す
が

   

電
話
で
商
品
の
勧
誘
を
受
け
、
購
入

を
決
め
ま
し
た
。
後
で
売
買
契
約
書
を

見
る
と
、
受
け
た
説
明
と
違
っ
て
い
た

の
で
、
購
入
を
取
り
消
し
た
い
で
す
。

    

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

鶴
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

   

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
者
側

の
立
場
で
、
事
業
者
と
消
費
者
の
間
に

生
じ
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

次
の
よ
う
な
消
費
者
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
平
成
25
年
度
は
４
４
６
件
の
苦

情
・
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
健
康
食
品
の
送
り
付
け　

▽
詐
欺
的

投
資
で
損
失  

▽
強
引
な
訪
問
販
売
や

電
話
勧
誘　

▽
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
（
出
会

い
系
サ
イ
ト
）
利
用
で
高
額
請
求  

▽

行
政
や
公
共
機
関
の
名
を
語
っ
た
不
審

電
話
や
訪
問   

▽
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
に

よ
る
架
空
請
求   

▽
訪
問
業
者
に
よ
る

不
必
要
な
工
事
で
多
額
の
請
求   

A

98

　P－Coネットでは主に２つの活動をしています。
１つは、登録会員を対象としたパーティーの開催や
お相手の紹介等出会いの場を作ること。もう１つは、
「結婚」を通じて見えてくる問題・課題を考えるセ
ミナーの開催です。今、どの自治体でも抱えている
少子化・人口減少の問題。これを解決するためには、
経済・雇用の安定や若者の定住、農村地域であれば
農業後継者の確保等に取り組む必要があります。結
婚支援もその１つ。これらは全部つながっているん
ですね。だから結婚支援は、個人だけでなく地域全
体の問題として取り組む必要があると考えています。
　結婚に関する調査等で鶴岡には合併前から何度か
訪れています。調べてみると、鶴岡をはじめ山形県

では実に様々な結婚の
形が見られます。例え
ば、よくある嫁しゅう
とめ問題。おしゅうと
めさんとの関係を和ら

げるために、働きに出たり地域で活動したりして、
自分たち夫婦が自立する道を作ることのできるお嫁
さんが多いんです。おしゅうとめさんと戦うのでは
なく、そうやってバランスをとっているのですね。
また、長男長女の跡取り同士が事実婚を選択したケ
ースもあります。これは一緒に人生を歩んでいくた
めに、２人が考えた新しい結婚の形です。こうして
見ると、一見マイナスに思えることをプラスに変え
る力が、皆さんにはあるのだと思います。
　結婚支援の成果は、何組結婚できたかなどの数値
で見る場合もあります。それはそれで目指すべきこ
とです。でも、結婚を支援するということは、その
地域で生きていくことをみんなで支え合うというこ
と。結婚支援においてこの視点を持つことは大切で
す。今回の「つるおか“婚シェルジュ”」のような活
動を通して、世代を超えて交流し、お互いに学び合
ってほしいですね。人の活性化は地域の活性化。地
域の連帯もそこから生まれてくるのだと思います。 

結婚問題アドバイザー。1980年、日本青年館の結婚相
談所の専任となり、その後所長に就任。退職後、2012
年に自身が代表を務めるＮＰＯ法人全国地域結婚支援セ
ンター（略称「P－Coネット」）を設立。35年以上結婚
支援に携わる。「つるおか“婚シェルジュ”養成プログラ
ム講習会」の講師として来鶴。茨城県出身。

板
い た も と

本 洋
よ う こ

子 さん
地域で生きていくことを支え合う

講習会の様子（８月26日／グランド エル・サン）
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商
品
を
購
入
す
る
と
き
や
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
受
け
る
と
き
、
少
し
で
も

不
審
に
感
じ
た
ら
、
契
約
や
代
金
支
払

い
の
前
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時   

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所   

市
役
所
本
所
１
階
市
民
課
内

☎
25
‐
２
９
８
２

■
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
面
談

▼
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

   

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど
、
不
意

打
ち
的
な
勧
誘
で
契
約
し
た
場
合
に
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
契
約

解
除
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
申
込

み
や
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
１

日
目
と
し
て
、
８
日
目
ま
で
に
ハ
ガ
キ

等
の
書
面
で
契
約
解
除
が
で
き
ま
す

（
取
引
の
種
類
に
よ
っ
て
は
期
間
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

      

書
面
は
業
者
の
代
表
者
宛
に
、
発
信

記
録
が
残
る
特
定
記
録
郵
便
や
簡
易
書

留
な
ど
で
出
し
ま
す
。
詳
し
く
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
本
所
市
民
課
〉

ハガキによる「契約解除通知」
の記載例

契約解除通知
次の契約を解除します
    契約年月日
    商品名
    契約金額
    販売会社名・ 担当者名
  支払った代金○○○円を
  返金し商品を引き取って
  ください。

              年    月    日
     契約者住所
     契約者氏名

　国道112号沿いにある、そろばん玉のような鮮
やかな色の果物のモニュメントが目印の産直あぐ
り。平成９年に、県内でも駆け出しの産直施設と
して果樹地帯の櫛引地域にオープンしました。地
元で収穫した新鮮な野菜や、特産の果物を取り
扱っていますが、冬期間は商品が不足し売上げが
落ちることが課題でした。そこで、特産品の果物
を原料とするジュースなどの加工品を、製造から
販売まで一貫して行う６次産業化に取り組み始め
ます。「今でこそ商品の数も増え、他社の加工も
受託するようになりましたが、初めは設備も経験
も十分ではなく、何度も何度も失敗を重ねました。
その蓄積が今に結び付いています」と話すのは㈱
産直あぐり代表取締役の澤川宏一さんです。
　澤川さんは、地元の恵まれた資源を使わない手
はないと規格外の果物に着目。国や県の補助事業
で加工施設を整備し、リンゴやブドウ、ブルーベ
リー、庄内柿のジュース化に次々と成功します。
柿ドリンクの開発時には、渋抜きした柿が渋戻り
するという問題を数年かけて解決し、また飲みや

すくするために地元の食材を混ぜるなど創意工夫
し、商品化につなげました。
　最新作は、完熟したラ・フランスを使った「プ
レミアム　ラ・フランスジュース」。商品化のきっ
かけは、「完熟したが少し傷ついているため売れ
ないラ・フランスを使って、何か作れないか」と
の声が、生産者から寄せられたことです。完熟し
たラ・フランスから果汁を十分に絞ることは技術
的に難しく、完熟前の固さが少し残るものを搾
汁するのが一般的です。完熟したものを使って
ジュースを作るために、似たような取り組みのノ
ウハウを集め、手作業による作業工程を増やして
います。また、消費者の視点で飲みやすさにもこ
だわり、ラ・フランス特有の香りと果実の肉質を
感じることができるジュースが生まれました。現
在は、砂糖を一切使用しない「本物」の桃ジュー
スの開発に着手しており、桃の生産者など地域の
仲間たちと一緒に試行錯誤を重ねながら、来年の
商品化を目指しています。
　県下有数の果樹多品種栽培を誇る櫛引地域。そ
の強みを、最大限活用していこうとする産直あぐ
りの６次産業化への取り組み。手間を惜しまず、
おいしいものを地域の仲間たちと一緒に作ってい
きたいという思いが、新たな加工品を生み出す原
動力にもなっています。「これからも新商品開発
などを進め、櫛引地域の農業を盛り上げていきた
い」と澤川さん。次はどのような加工品が生まれ
るのか、期待が高まります。

隔月連載

鶴岡が誇るものと技
鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

第４回　産直あぐりの加工技術　～６次産業化の取り組み～

MADE in TSURUOKA

■問合せ／本所農政企画室☎内線588

〈櫛引観光協会会長も務める澤川さん〉



18　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
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催
し

庄
内
空
港 

空
の
日
フ
ェ
ス
タ

■日
10
月
５
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

30
分　

■場
庄
内
空
港
周
辺　

■内
小
型
飛
行
機

や
空
港
で
働
く
車
等
の
展
示
、
フ
ラ
イ
ト
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
、
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機

等
の
曲
芸
飛
行
、
五
大
平
成
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

シ
ョ
ー
等　

■問
庄
内
空
港
「
空
の
日
・
空
の

旬
間
」
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
☎
０
２
３
４

‐
92
‐
４
１
２
３

み
ん
な
い
き
い
き
！　
　
　

地
域
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

■日
10
月
6
日
○月
午
前
９
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
講
演

「
若
い
世
代
の
力
を
地
域
活
動
に
活
か
す
に

は
」
廣
瀬
隆
人
氏
（
宇
都
宮
大
学
地
域
連
携

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）　

■申
本
所
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
６
８
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

ス
テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会　
　
　
　

「
皆
既
月
食
を
見
よ
う
」

■日
10
月
８
日
○水
午
後
７
時　

■場
東
部
運
動
広

場　

■内
月
の
話
と
観
望　

■費
１
０
０
円　

■持

懐
中
電
灯　

■問
ス
テ
ラ
の
会　

■他
中
学
生
以

下
保
護
者
同
伴
。
天
気
に
よ
っ
て
中
止
の
場

合
あ
り防

災
講
演
会
「
地
元
の
地
震
・

活
断
層
・
津
波
を
知
り
備
え
る
」

■日
10
月
10
日
○金
午
後
２
時
30
分　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■師
澤
祥
氏
（
鶴
岡
高
専
教

授
）　

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３

２
鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り

事
業　

採
択
事
業

▼
清
水
眞
砂
子
講
演
会
〜
児
童
文
学
者
、
翻

訳
家
が
語
る
「
か
わ
い
い
だ
け
が
子
ど
も
の

本
？
」
〜　

■日
10
月
11
日
○土
午
前
10
時
、
午

後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■
入
場
整

理
券　

図
書
館
本
館
及
び
各
分
館
で
配
布

■問
サ
ロ
ン
お
は
な
し
の
部
屋

▼
み
ち
の
く
薪
び
と
祭
り
in
山
形
さ
ん
ぜ
〜

地
域
を
あ
げ
て
薪
に
取
り
組
む
三
瀬
〜　

■日

・
■内
10
月
25
日
○土
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分
…
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
事
例
紹
介
、
グ

ル
ー
プ
討
議　

26
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
１

時
…
薪
づ
く
り
体
験
等　

■費
26
日
の
み
１
、

０
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■問
三
瀬
自
治
会
☎

73
‐
３
０
３
５

▼
読
書
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
・
市
民

の
集
い　
■日
10
月
26
日
○日
午
後
２
時　

■場

先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
会

「
鶴
岡
か
ら
日
本
を
変
え
る
〜
若
者
の
力
を

ど
う
引
き
出
す
か
〜
」
冨
田
勝
氏
（
慶
大
先

端
生
命
研
所
長
）　

■
入
場
参
加
券　

５
０

０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■
入
場
参
加

券
取
扱
い　

市
内
書
店
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン

タ
ーと

れ
た
て
！
お
魚
夕
市　
　
　

カ
ニ
ま
つ
り

■日
10
月
11
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
３
時　

■場

鼠
ケ
関
港
「
は
な
さ
き
路
」　

■問
鼠
ケ
関
自

治
会
内
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

全
国
育
樹
祭
記
念
行
事 

森
林
・
林
業
・
環
境
機
械
展
示
実
演
会

■日
10
月
12
日
○日
・
13
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
13
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

■場
新
庄
中
核
工
業
団
地
内
（
新
庄
市
）　

■内

最
新
の
林
業
機
械
な
ど
約
５
０
０
台
の
展
示

・
実
演　

■問
同
祭
山
形
県
実
行
委
員
会
事
務

局
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
２
８
０

全
国
山
羊
サ
ミ
ッ
ト
in
山
形

■日
10
月
12
日
○日
午
前
９
時
〜
正
午　

■場
山
大

農
学
部　

■内
ヤ
ギ
飼
育
管
理
セ
ミ
ナ
ー
、
ヤ

ギ
と
の
触
れ
合
い
、
ヤ
ギ
肉
を
使
っ
た
料
理

の
試
食　

■問
同
運
営
委
員
会
事
務
局
☎
24
‐

２
２
７
８

わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
庄
内
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
12
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）

■内
庄
内
・
山
形
県
内
で
活
動
す
る
若
者
グ
ル

ー
プ
・
個
人
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
活
動

展
示
、
交
流
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
飲
食
販

売
等　

■問
庄
内
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
☎

68
‐
１
９
８
３

由
良
港
大
漁
祭

■日
10
月
12
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■内
由
良
港
に
水
揚
げ
し
た
ば
か
り
の
鮮
魚
等

販
売
、
山
形
県
漁
業
監
視
調
査
船
「
月
峯
」

乗
船
体
験
（
午
前
11
時
・
11
時
45
分
、
午
後

０
時
30
分
〈
予
定
〉。
各
先
着
15
人
）　

■場
・

■問
山
形
県
漁
協
由
良
総
括
支
所
☎
73
‐
３
０

１
１　

■他
し
け
の
場
合
は
中
止

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部　
　
　

秋
季
会
員
囲
碁
大
会

■日
10
月
13
日
○月
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■他
当
日
入
会
可

お
か
げ
さ
ま
展

■日
10
月
16
日
○木
〜
20
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

■場
知
憩
軒　

■内
つ
づ
れ
織
の
作
品
展

示
・
販
売　

■問
虚
籟
庵

緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川 

ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会「
ぷ
ち
た
み
」

■日
10
月
18
日
○土
午
前
10
時　

■内
鶴
岡
レ
ク
リ
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エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

の
軽
運
動
、
悩
み
相
談
、
茶
話
会　

■場
・
■申

10
月
15
日
○水
ま
で
荘
内
病
院
地
域
医
療
連
携

室
内
同
セ
ン
タ
ー
☎
26
‐
５
１
８
０
へ

関
川
し
な
織
ま
つ
り

■日
10
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
19

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場
関
川
し
な

織
セ
ン
タ
ー
周
辺　

■内
▽
し
な
織
展
示
等
コ

ー
ナ
ー
…
し
な
織
が
で
き
る
ま
で
の
資
料
展

示
、
糸
づ
く
り
作
業
実
演
、
し
な
織
コ
ー
ス

タ
ー
づ
く
り
体
験
、
し
な
織
製
品
の
展
示
販

売
等　

▽
地
元
特
産
品
飲
食
等
コ
ー
ナ
ー
…

栃
餅
、
あ
ん
こ
餅
、
大
福
餅
、
な
め
こ
そ
ば
、

な
め
こ
う
ど
ん
、
地
酒
等　

▽
実
演
コ
ー
ナ

ー
…
木
工
、
わ
ら
・
し
な
縄
細
工　

▽
お
楽

し
み
演
芸
…
し
な
織
音
頭
、
鶴
岡
中
央
高
校

天
魄
太
鼓
、
フ
ラ
ン
ダ
ン
ス
等　

■問
同
セ
ン

タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２
ま
た
は
温
海
庁
舎
産

業
課
☎
43
‐
４
６
１
７
へ

▼「
織
姫
」
募
集　
■対
山
形
県
内
に
在
住
、

　

在
学
ま
た
は
勤
務
し
、
同
ま
つ
り
開
催
の

　
　
　

２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
今
年
４
月

　
　
　
　

１
日
現
在
18
歳
以
上
の
独
身
の
女

　
　
　
　

性
（
高
校
生
を
除
く
）
2
人　

■

　
　
　
　

特
典　

３
万
円
相
当
の「
し
な
織
」

　
　
　
　

製
品
を
進
呈　

■申
10
月
10
日
○金
ま

　
　
　

で
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２
へ　

　

■他
詳
細
は
HP

庄
内
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

■日
10
月
18
日
○土
午
後
１
時　

■場
遊
佐
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

■定
１
２
０
人　

■内
講
演

「
磨
け
ば
光
る
原
石
を
み
す
み
す
逃
し
て
い

ま
せ
ん
か
〜
地
域
の
中
で
伸
び
る
大
学
生
た

ち
〜
」菊
池
俊
一
氏（
山
大
農
学
部
准
教
授
）、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
青
少
年
の
地

域
参
加
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
あ
り
方
」　

■申
10
月
10
日
○金
ま
で
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
２
０
１
９
へ

摩
耶
山
秋
の
登
山
会

■日
10
月
19
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
越
沢
「
ま

や
の
や
か
た
」
集
合
）　

■問
あ
つ
み
観
光
協

会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
参
加
者
先
着
70
人

に
、
ま
や
の
や
か
た
で
越
沢
そ
ば
を
５
０
０

円
で
提
供

紅
葉
の
六
十
里
越
街
道　
　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
10
月
19
日
○日
午
前
８
時
40
分
〜
午
後
３
時

（
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
集
合
）　

■場
湯
殿
山
神

社
↓
花
ノ
木
坂
（
約
６
㎞
）　

■定
先
着
20
人　

■持
昼
食
等　

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
と
水
」
☎

０
９
０
‐
９
７
４
２
‐
７
４
４
０

温
海
川
・
金
山
坑
道
四
の
滝

巡
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
10
月
19
日
○日
午
前
９
時
（
温
海
川
「
中
小

屋
高
原
」
集
合
）　

■場
四
の
滝
、
金
山
坑
道

群
（
約
８
㎞
）　

■対
小
学
生
以
上　

■問
温
海

川
自
治
会　

■他
参
加
者
に
「
温
海
川
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
１
㎏  

進
呈

　

チ
ェ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

山
形
２
０
１
４

■日
10
月
19
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■場

遊
学
館
（
山
形
市
）　

■内
講
演
会
（
■時
午
後

２
時　

■定
３
０
０
人　

■師
に
し
ゃ
ん
た
氏

〈
羽
衣
国
際
大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授
〉）、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
団
体
等
の
活
動

発
表
、
県
知
事
表
彰
式　

■申
山
形
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー「
チ
ェ
リ
ア
」☎
０
２
３
‐

６
２
９
‐
７
７
５
１　

■他
託
児
室
あ
り

月
山
ワ
イ
ン
新
酒
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
in
湯
殿
山

■日
10
月
19
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
30
分　

■場
湯
殿
山
ス
キ
ー
場　

■内
月
山
ワ
イ
ン
利
き

酒
大
会
、秋
の
味
覚
市　

■
前
売
り
券　

３
、

０
０
０
円
（
15
日
○水
ま
で
販
売
。
電
話
予
約

可
。
キ
ノ
コ
付
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
、

ヌ
ー
ボ
ー
〈
白
〉・
赤
・
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
ま
た

は
山
ぶ
ど
う
果
汁
飲
み
放
題
）　

■申
月
山
あ

さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１　

■他
天
気
に

よ
っ
て
中
止
の
場
合
あ
り

障
害
者
支
援
施
設
「
恵
風
園
」 

恵
風
園
祭

■日
10
月
19
日
○日
午
後
1
時
40
分
〜
３
時
30
分　

■内
お
っ
ち
ゃ
ん
ズ
の
ラ
イ
ブ
、
授
産
製
品
販

売
、
模
擬
店　

■場
・
■問
同
園
☎
78
‐
０
２
５

５　

■他
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

舞
台
『
し
あ
わ
せ
の
タ
ネ
』

■日
10
月
20
日
○月
午
後
７
時
、
21
日
○火
午
後
1

時
30
分
・
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
中
学

生
以
上　

■
出
演
者　

上
條
恒
彦
氏
、
若
井

久
美
子
氏
、
石
毛
佳
世
子
氏
ほ
か　

■費
前
売

り
券
…
３
、
５
０
０
円　

当
日
券
…
４
、
０

０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

長
谷
川
☎

０
７
０
‐
５
４
７
６
‐
６
８
７
３　

■他
詳
細

は
「
し
あ
わ
せ
の
タ
ネ
」
HP

紅
葉
の
六
十
里
越
街
道
と
旬

の
木
の
子
料
理
を
楽
し
む
会

■日
10
月
22
日
○水
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
４
時

30
分
（
米
の
粉
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
集
合
）　

■場
地
蔵
沼
（
西
川
町
）
↓
湯
殿
山
↓
独
鈷
茶

屋
跡　

■定
先
着
25
人　

■費
４
、５
０
０
円（
昼

食
代
・
ガ
イ
ド
代
）　

■申
10
月
15
日
○水
ま
で
、

あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

ワ
ー
ク
チ
ャ
ン
ス
２
０
１
４
秋 

鶴
岡 

就
職
面
接
会

■日
10
月
22
日
○水
午
後
1
時
〜
３
時　

■場
マ
リ

カ
市
民
ホ
ー
ル　

■対
地
域
求
職
者　

■持
必
要

に
応
じ
履
歴
書
等　

■問
鶴
岡
食
文
化
産
業
創

造
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
１
２
８
７
ま
た
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
☎
25
‐
２
５
０
１
へ

鶴
岡
市
の
環
境
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
よ
う 

市
民
環
境
バ
ス

■日
10
月
25
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
カ

ラ
ス
対
策
捕
獲
ト
ラ
ッ
プ
見
学
）
↓
自
然
学

習
交
流
館
ほ
と
り
あ
（
都
沢
湿
地
周
辺
の
自

然
環
境
学
習
）
↓
昼
食
↓
先
端
研
究
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
（
先
端
研
究
等
視
察
）　

■対
市

内
在
住
の
方
先
着
25
人　

■費
１
５
０
円　

■持

昼
食
等　

■申
10
月
１
日
○水
〜
20
日
○月
に
本
所

環
境
課
☎
内
線
７
２
０
へ　

■他
天
気
に
よ
っ

て
内
容
変
更
の
場
合
あ
り

温
海
農
林
水
産
ま
つ
り

■日
10
月
25
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■内
温
海
地
域
特
産
品
販
売　

■場
・
■問
道
の
駅

「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１
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出
羽
街
道
路
乃
茶
屋「
キ
ラ
リ
」

紅
葉
ま
つ
り

■日
10
月
25
日
○土
・
26
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

■場
・
■問
出
羽
街
道
路
乃
茶
屋「
キ
ラ

リ
」
☎
47
‐
２
５
８
８

梵
字
川
渓
谷
紅
葉
ま
つ
り

■日
10
月
25
日
○土
・
26
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

■場
梵
字
川
渓
谷
遊
歩
道
、
月
山
あ
さ

ひ
博
物
村
周
辺　

■内
渓
谷
遊
歩
道
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
記
念
写
真
プ
レ
ゼ

ン
ト　

■問
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３

４
１
１鶴

岡
お
菓
子
ま
つ
り

■日
10
月
25
日
○土
・
26
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
26
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

■場
マ
リ
カ
市
民
ホ
ー
ル　

■内
お
菓
子
即
売
、

菓
子
職
人
に
よ
る
実
演
、
お
菓
子
づ
く
り
体

験
、
鶴
岡
工
芸
菓
子
展
、
小
原
流
い
け
ば
な

展
示
、
遠
州
流
お
茶
席
、
抽
せ
ん
会
等　

■問

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
×
古
民
家
で
す
て
き
な
出
会
い 

オ
ー
タ
ム
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

■日
10
月
25
日
○土
午
後
１
時
20
分　

■場
東
田
川

文
化
記
念
館
等　

■対
30
〜
43
歳
の
独
身
の
男

女
各
10
人
（
男
性
は
市
内
、
三
川
町
ま
た
は

庄
内
町
在
住
の
方
優
先
）　

■内
キ
ャ
ン
ド
ル

づ
く
り
、
１
対
１
ト
ー
ク
、
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ

ー
（
ア
ル
コ
ー
ル
あ
り
）
等　

■費
男
性
…
３
、

０
０
０
円　

女
性
…
２
、
５
０
０
円　

■申
10

月
10
日
○金
ま
で
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内

線
２
１
５
へ　

■他
詳
細
は
市
HP
「
つ
る
お
か

婚
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

庄
内
青
果
市
場
ま
る
ご
と　

探
検
隊

■日
10
月
25
日
○土
午
前
10
時　

■場
公
設
庄
内
青

果
物
地
方
卸
売
市
場
（
三
川
町
）　

■定
30
人　

■内
施
設
見
学
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
野
菜

教
室
、
青
果
物
の
試
食
、
模
擬
競
り
の
体
験　

■申
10
月
６
日
○月
〜
17
日
○金
に
同
市
場
管
理
事

務
所
☎
66
‐
４
１
４
１
へ

い
も
煮
de
愛
（
出
逢
い
）

■日
10
月
25
日
○土
午
後
0
時
30
分
（
上
郷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■対
独
身
の
男

女
各
15
人
（
上
郷
地
区
在
住
の
方
優
先
）

■内
買
い
物
、
調
理
な
ど
共
同
で
芋
煮
を
作
る　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
10
月
10
日
○金
ま
で
同

セ
ン
タ
ー
☎
35
‐
２
０
０
１
へ

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　

き
の
こ
祭
り

■日
10
月
26
日
○日
ま
で
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日　

■内
き
の
こ
汁（
１
杯
１
０
０
円
）
や
旬
の
キ

ノ
コ
等
の
販
売　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ

ー
☎
58
‐
１
４
５
５

「
温
海
嶽
閉
山
祭
」　　
　
　
　

紅
葉
の
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
10
月
26
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
温
海
温
泉
熊
野
神
社
集
合
）　

■定
先
着
50
人　

■費
1
、
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

■持
昼
食　

■申
10
月
17
日
○金
ま
で
、
あ
つ
み
観

光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ　

■他
下
山
後
は

な
め
こ
汁
と
、
温
泉
入
浴
が
楽
し
め
ま
す

六
十
里
越
街
道　

新
そ
ば
と

も
み
じ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
10
月
26
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田

麦
俣
↓
千
手
ブ
ナ
↓
細
越
峠
↓
湯
殿
山
参
籠

所　

■定
先
着
20
人　

■費
３
、
５
０
０
円　

■持

昼
食
等　

■申
10
月
23
日
○木
ま
で
同
博
物
村
☎

53
‐
３
４
１
１
へ

梵
字
川
渓
谷
ま
つ
り
・
梵
字
川

渓
谷
み
ち
く
さ
バ
ス
ツ
ア
ー

■日
10
月
26
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
3
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■内
朝
日
地
域
の
お
す
す
め
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
見

学
、
船
で
「
あ
さ
ひ
月
山
湖
」
視
察
、
渓
谷

遊
歩
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■費
２
、
５
０
０
円

（
昼
食
代
等
）　

■申
10
月
21
日
○火
ま
で
、
あ
さ

ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

矢
花
先
生
の
あ
つ
み
か
ぶ
収

穫
・
漬
込
み
体
験

■日
10
月
26
日
○日
午
後
１
時　

■場
木
野
俣
集
落

セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
30
人　

■師
矢
花
敏
一
氏

（
森
の
産
直
カ
ー「
あ
つ
み
号
」前
販
売
主
任
）　

■費
３
、
０
０
０
円
（
あ
つ
み
か
ぶ
漬
け
10
㎏

含
む
）　

■申
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５

４
７鶴

岡
人
権
啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

イ
ン
あ
つ
み

■日
10
月
30
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
温
海
中　

■内
義
足
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
古
畑
俊
男
氏

の
人
権
啓
発
講
演
会
、
温
海
中
生
徒
の
人
権

作
文
発
表
、
優
秀
人
権
標
語
紹
介
等　

■申
10

月
24
日
○金
ま
で
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

鶴
岡
菊
花
会　
　
　
　
　
　

鶴
ヶ
岡
城
址
菊
花
展

■日
10
月
30
日
○木
〜
11
月
３
日
○月　

■内
市
内
菊

愛
好
家
が
大
菊
や
小
菊
等
３
０
０
鉢
を
展
示　

■場
・
■問
荘
内
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０　

■他
菊

の
鉢
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
60
鉢
）
抽
せ
ん
会
（
11

月
３
日
○月
午
後
１
時
）

足
元
に
は
文
化
財
展　
　
　
　

市
内
の
土
器
展
示
と
体
験
講
座

▼
展
示　

■日
10
月
31
日
○金
〜
11
月
29
日
○土
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
29
日
は
午
後
３
時
30

分
ま
で
）　

■内
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
や

国
宝
「
縄
文
の
女
神
（
レ
プ
リ
カ
）」
展
示　

▼
体
験
講
座　

■日
11
月
29
日
○土
午
後
１
時
30

分　

■対
小
学
３
年
〜
６
年
生
先
着
20
人　

■内

展
示
品
の
見
学
、
勾
玉
づ

く
り
体
験　

■費
３
０
０
円　

■申
11
月
26
日
○水
ま
で　

▼
共
通　

■場
櫛
引
公
民
館　

■申
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
11
月
の
予
定
〉

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展

　
■日
１

日
○土
〜
３
日
○月
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時

（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
す
ま
い
る

▼
鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　
■日

２
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
大

人
…
６
０
０
円　

学
生
…
３
０
０
円

▼
鶴
岡
響
友
会
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

　
■日

３
日
○月
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
５

０
０
円
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▼
吉
続
舞
踊
学
園
現
代
舞
踊
公
演　

■日
９
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日
15
日
○土
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費

大
人
…
１
、
０
０
０
円　

学
生
…
５
０
０
円

▼
劇
団
だ
い
こ
ん
座
公
演
　
■日
22
日
○土
午
後

１
時
30
分
・
６
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

小
・
中

学
生
…
５
０
０
円

▼
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
23
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
ス
イ
ン
グ･

ク
レ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
　
■日
24
日
○月
午
後

６
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館　

■費
大
人
…

１
、
５
０
０
円　

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学

生
…
８
０
０
円

▼
写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展
　
■日
26
日
○水
〜

30
日
○日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
26
日

は
午
後
１
時
か
ら
、30
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
四
団
体
合
同
謡
曲
大
会　

■日
30
日
○日
午
前

10
時　

■場
第
二
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー

▼
庄
内
な
つ
メ
ロ
会
発
表
会
　
■日
30
日
○日
午

前
11
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
０
０
０

円▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
同
運
営
委
員
会
」事
務
局
☎
57
‐
４
８
６
７

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
11
月
１
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
田
麦
俣
周
辺　

■対

小
学
生
以
上
先
着
20
人　

■内
六
十
里
越
街
道

散
策
、
山
菜
（
キ
ノ
コ
）
学
習　

■費
大
人
…

１
、
０
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
22
日
○水
ま
で
本
所
地
域

振
興
課
☎
内
線
５
８
６
へ　

■他
天
気
に
よ
っ

て
内
容
変
更
の
場
合
あ
り

Ｊ
Ｔ
の
森 

鶴
岡　

２
０
１
４

秋
の
森
づ
く
り
活
動

■日
11
月
１
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
い

こ
い
の
村
集
合
）　

■内
午
前
…
黒
松
林
下
刈

り　

午
後
…
森
の
課
外
教
室　

■持
長
靴
、
軍

手
等　

■申
10
月
10
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村

振
興
課
☎
内
線
５
９
７
へ　

■他
雨
天
決
行
。

午
前
の
み
の
参
加
も
可

ひ
ゃ
く
ね
ん
森
散
策
と
炭
焼

き
体
験

■日
11
月
２
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

■場

三
瀬
「
九
郎
竹
炭
小
屋
」　

■内
森
の
散
策
と

竹
炭
づ
く
り
体
験　

■持
昼
食　

■申
10
月
31
日

○金
ま
で
三
瀬
孟
宗
利
活
用
研
究
会

森
と
木
の
ツ
ア
ー
２
０
１
４

■日
11
月
２
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■対
木
造
建
築
に
興
味
の

あ
る
方
先
着
20
人　

■内
勝
地
の
大
杉
・
森
林

伐
採
・
建
設
中
の
公
共
施
設
・
王
祇
会
館
等

見
学　

■費
１
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

■申
10
月
24
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
内
線
５
５
９
へ　

■他
天
気
に
よ
っ
て
内
容

変
更
の
場
合
あ
り

21
世
紀
か
ぶ
ま
つ
り
in
一
霞

■日
11
月
２
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

一
霞
公
民
館
ほ
か
集
落
内　

■内
生
か
ぶ
・
か

ぶ
漬
け
・
栃
餅
・
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
ご
は
ん
・
納
豆
汁
・

特
産
品
販
売　

■問
一
霞
温
海
か
ぶ
生
産
組
合

☎
43
‐
３
２
０
１

鶴
岡
工
業
高
等
専
門
学
校　

学
校
説
明
会

■日
11
月
２
日
○日
・
29
日
○土
午
前
10
時　

■対
中

学
生
と
そ
の
保
護
者　

■場
・
■問
同
校
学
生
課

☎
25
‐
９
０
２
４

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

里
山
マ
ル
シ
ェ

■日
11
月
３
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■内

湿
地
の
植
物
で
し
お
り
等
づ
く
り
、
ウ
シ
ガ

エ
ル
の
試
食
、
ほ
と
り
あ
茶
の
試
飲
、
サ
ポ

ー
タ
ー
グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
等　

■場
・
■問
同
館

☎
33
‐
８
６
９
３

鶴
岡
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
♥　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
11
月
３
日
○月
午
前
11
時
、
午
後
２
時　

■場

マ
リ
カ
市
民
ホ
ー
ル　

■内
鶴
岡
中
央
高
校
生

徒
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー　

■申
同
校

内
「
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

務
局
☎
25
‐
５
７
２
３
ま
た
は
本
所
政
策
企

画
課
☎
内
線
５
２
５
へ

庄
内
各
地
の
魅
力
を
探
訪
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー 

ぐ
る
っ
と
庄
内
探
訪

■日
11
月
７
日
○金
午
前
８
時
40
分
〜
午
後
４
時

20
分
（
公
設
庄
内
青
果
物
地
方
卸
売
市
場
集

合
）　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
方
25
人　

■内「
亀

の
尾
」
発
祥
の
地
・
新
産
業
創
造
館
ク
ラ
ッ

セ
・
月
の
沢
温
泉
北
月
山
荘
等
見
学　

■費

２
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
・
記
念
品
代
等
）　

■申
10
月
17
日
○金
ま
で
庄
内
広
域
行
政
組
合
☎

66
‐
４
１
４
１
へ

落
ち
葉
の
六
十
里
越
街
道
を

往
く

■日
11
月
８
日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
（
旧

田
麦
俣
分
校
集
合
）　

■場
田
麦
俣
↓
花
ノ
木

坂
↓
湯
殿
山
有
料
道
路
料
金
所
（
約
８
㎞
）

■定
先
着
25
人　

■費
３
、
５
０
０
円
（
里
山
料

理
代
・
温
泉
券
代
等
）　

■持
昼
食
等　

■申
10

月
29
日
○水
ま
で
、
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎

53
‐
３
４
１
１
へ

ど
ん
ぐ
り
の
森
救
出
大
作
戦

■日
11
月
８
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
（
大

谷
公
民
館
集
合
）　

■場
熊
野
長
峰　

■定
先
着

20
人　

■内
散
策
、
ど
ん
ぐ
り
苗
木
植
栽
等

■師
小
山
浩
正
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）　

■費

５
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
10
月
31
日
○金
ま

で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
へ　

■他
天
気
に
よ
っ
て
内
容
変
更
の
場
合
あ
り

生
産
性
向
上
や
品
質
向
上
の
ヒ
ン
ト
を
探
る 

私
の
か
い
ぜ
ん
発
表
会

■日
11
月
８
日
○土
午
後
１
時　

■場
マ
リ
カ
市
民

ホ
ー
ル　

■定
２
０
０
人　

■内
講
演
「
想
い
を

形
に
…
仕
事
の
流
儀
」
髙
井
作
氏
（
㈱
マ
イ

ス
タ
ー
代
表
取
締
役
）、
事
例
発
表
、
発
表

者
と
の
交
流
会　

■費
１
社
２
、０
０
０
円（
個

人
参
加
は
１
人
１
、
０
０
０
円
）　

■申
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

打
ち
た
て
の
新
そ
ば
と
新
酒
月
山
ワ
イ
ン
を
楽
し
む 

そ
ば
打
ち
DE
婚
活

■日
11
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
そ
ば
処

「
大
梵
字
」　

■対
25
歳
〜
40
歳
の
独
身
の
男
女
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各
10
人
（
男
性
は
市
内
、
三
川
町
ま
た
は
庄

内
町
在
住
の
方
優
先
）　

■内
そ
ば
打
ち
体
験
、

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー　

■費
男
性
…
３
、
０
０
０

円　

女
性
…
２
、０
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、

バ
ン
ダ
ナ　

■申
10
月
31
日
○金
ま
で
朝
日
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
内
線
３
０
７
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
、
わ
く
わ
く
、
ど
き
ど
き 

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
ス
タ
イ
ル
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
（
月
３
回
）

■日
10
月
か
ら
の
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時

■費
月
会
費
２
、０
０
０
円
（
一
括
は
１
万
５
、

０
０
０
円
）

▼
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ス
（
月
２
回
）　

■日
10
月

17
日
○金
・
31
日
○金
、
11
月
〜
来
年
３
月
の
金

曜
日
午
後
８
時
〜
９
時　

■費
月
会
費
２
、
０

０
０
円

▼
共
通　

■場
ｅ
‐
ス
タ
ジ
オ　

■対
小
学
生
以

上　

■費
登
録
年
会
費
１
、
０
０
０
円　

■申
市

民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
10
月
６
日
○月
午
後
６
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

10
月
８
日
○水
午
後
７
時
、９
日
○木
午
後
２
時
、

17
日
○金
午
後
２
時
・
７
時
、
21
日
○火
午
後
２

時
、
22
日
○水
午
後
７
時
、
29
日
○水
午
後
７
時
、

30
日
○木
午
後
２
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会　

■日
10
月
24
日
○金
、
11
月
５
日
○水
午

後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

10
月
９
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
30
分
、

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

庄
内
南
部
が
ん
検
診
受
診　

向
上
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
10
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、
19

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■場
イ
オ
ン
モ

ー
ル
三
川
（
三
川
町
）　

■内
体
脂
肪
量
・
血

圧
測
定
、
血
管
年
齢
等
チ
ェ
ッ
ク
、
が
ん
に

関
す
る
ク
イ
ズ
、
が
ん
検
診
・
が
ん
予
防
に

関
す
る
展
示
、
健
康
相
談　

■問
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
出
羽
街
道
の
宿
場
と
峠
路
を
行
く　

■日
10

月
19
日
○日
午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
〈
全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
小
俣
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県
村
上
市
）
↓
掘
切
峠

↓
鶴
岡
市
小
名
部
↓
角
間
台
峠
↓
小
国
（
10

㎞
）　

■費
１
、０
０
０
円　

■持
軽
食
、お
わ
ん
、

箸
等　

■申
10
月
３
日
○金
〜
９
日
○木

▼
南
庄
内
の
水
が
め　

紅
葉
の
あ
さ
ひ
月
山

湖
へ　

■日
11
月
９
日
○日
午
前
８
時
（
送
迎
バ

ス
市
役
所
本
所
発
〈
全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場

田
麦
俣
↓
一
枚
畑
林
道
↓
弘
法
物
見
橋
（
Ｔ

字
橋
）
↓
月
山
ダ
ム
管
理
所
（
月
山
ダ
ム
の

内
部
見
学
〈
約
30
分
〉）（
約
８
㎞
）　

■費
１
、

０
０
０
円
（
米
粉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
代
等
）　

■持
軽
食
等　

■申
10
月
23
日
○木
〜
31
日
○金

▼
共
通　

■定
各
１
０
０
人
（
小
学
生
以
下

保
護
者
同
伴
）　

■費
中
学
生
以
下
５
０
０
円　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室 

元
気
も
り
も
り
健
康
教
室《
柿
コ
ー
ス
②
》

■日
10
月
20
日
○月
午
後
１
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る
方
先
着
30
人　

■内
講
話「
し
っ
か
り
か
め
る
と
人
生
豊
か
に
」

土
田
千
里
氏
（
歯
科
衛
生
士
）、
講
話
「
若

さ
と
元
気
を
保
つ
食
生
活
」
管
理
栄
養
士
、

脳
ト
レ
、
筋
ト
レ
等　

■申
10
月
14
日
○火
ま
で

鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２

１
１
１
内
線
５
３
６
へ

〜
大
切
な
人
の
心
を
守
る
た
め
に
〜 

こ
こ
ろ
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

■日
10
月
21
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■内
基
調
講
演
「
あ
な
た
が
大
切

な
人
の
た
め
に
で
き
る
５
つ
の
こ
と
」
澤
登

和
夫
氏
（
う
つ
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
大
切
な
人
の
心

を
守
る
た
め
に
〜
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
で

き
る
こ
と
〜
」（
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…

松
田
徹
氏
〈
自
殺
予
防
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
会
長
〉　

▽
パ
ネ
リ
ス
ト
…
澤
登
和
夫

氏
、
東
海
林
岳
樹
氏 

〈
鶴
岡
病
院
精
神
科
医

長
〉、
佐
藤
正
芳
氏
〈
自
死
家
族
〉）　

■申
10

月
14
日
○火
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
５
へ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
10
月
23
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
☎

内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除
で

す
が
別
途
手
続
き
が
必
要

ご
声
援
く
だ
さ
い
！　
　
　

鶴
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

■日
10
月
26
日
○日　

■
中
継
所
・
通
過
予
定
時

刻　

宝
田
体
育
館
（
ス
タ
ー
ト
午
前
８
時
）

↓
栄
（
８
時
12
分
）
↓
京
田
（
８
時
25
分
）

↓
大
山
（
８
時
39
分
）
↓
西
郷
（
８
時
56
分
）

↓
湯
野
浜（
９
時
６
分
）↓
加
茂（
９
時
20
分
）

↓
由
良
（
９
時
42
分
）
↓
三
瀬
（
９
時
56
分
）

↓
上
郷
（
10
時
18
分
）
↓
田
川
（
10
時
31
分
）

↓
湯
田
川
（
10
時
41
分
）
↓
大
泉
（
10
時
52

分
）
↓
黄
金
（
11
時
10
分
）
↓
斎
（
11
時
27

分
）
↓
小
真
木
原
公
園
（
ゴ
ー
ル
11
時
45
分
）　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
　
■他
コ

ー
ス
内
に
入
っ
て
の
車
両
応
援
、
コ
ー
ス
上

へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

褥
瘡
（
床
ず
れ
）
市
民
公
開

講
座

■日
11
月
１
日
○土
午
後
１
時　

■場
荘
内
病
院

■定
１
０
０
人　

■内
床
ず
れ
に
関
す
る
基
礎
知

識
、
一
人
で
で
き
る
オ
ム
ツ
交
換
や
体
位
変

換
の
方
法
、
オ
ム
ツ
や
ス
キ
ン
ケ
ア
関
連
製

品
の
展
示　

■申
10
月
24
日
○金
ま
で
同
院
医
事

課
☎
26
‐
５
１
１
１
内
線
６
１
２
１
へ

弓
道
体
験
教
室

■日
11
月
４
日
○火
〜
28
日
○金
の
毎
週
火
曜
・
金

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時　

■場
朝
暘
武
道
館

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
社
会
人
の
方

先
着
20
人　

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
10
月
20

日
○月
ま
で
鶴
岡
弓
友
会
事
務
局
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つ
る
お
か
健
康
塾
〜
み
ん
な
で
考

え
よ
う
！
「
乳
が
ん
検
診
」
〜

■日
11
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内
講
義
「
乳
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
」

鈴
木
聡
（
同
院
外
科
医
長
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
の
地
域
の
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」　

■申
11
月
５
日

○水
ま
で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
内
「
緩
和
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
」
☎

26
‐
５
１
８
０
へ

鶴
岡
市
応
援
デ
ー
「
モ
ン
テ
デ

ィ
オ
山
形
vs
ア
ビ
ス
パ
福
岡
」

■日
11
月
９
日
○日
午
後
４
時　

■場
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
（
天
童
市
）

▼
応
援
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売　

■対
市
民
ま

た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
（
免
許
証
、

保
険
証
等
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）　

■
席

種　

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド　

■費
１
、
５
０
０
円

（
小
・
中
学
生
、
高
校
生
無
料
入
場
券
あ
り
）

■
チ
ケ
ッ
ト　

10
月
14
日
○火
〜
11
月
７
日
○金

に
小
真
木
原
総
合
体
育
館
で
販
売
（
試
合
会

場
で
当
日
の
販
売
あ
り
）

▼
無
料
直
行
バ
ス
（
小
真
木
原
公
園
午
後
１

時
発
）
の
運
行　

■対
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
方
先
着
2
５
０
人
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
試
合
の
入
場
券
は
別
途

購
入
）　

■申
10
月
31
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

合
気
道　

無
料
体
験
講
習
会

■日
11
月
11
日
○火
・
25
日
○火
午
後
７
時
〜
９
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
小
学
生
以
上　

■問
合
気

道
鶴
岡
道
場

ス
マ
ー
ト
ラ
ン
チ
作
戦　
　

ラ
ン
チ
ス
タ
デ
ィ

■日
11
月
14
日
○金
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
20
代
〜
50
代
の

男
性
先
着
25
人　

■内
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

食
べ
方
「
ス
マ
ー
ト
イ
ー

ト
」
の
学
習
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
整
っ
た
「
ス
マ
ー

ト
メ
ニ
ュ
ー
」
の
試
食

■費
５
０
０
円　

■申
10
月
14

日
○火
〜
11
月
７
日
○金
に
健

康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

健
康
つ
る
お
か
21
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
11
月
16
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
小
真
木

原
総
合
体
育
館　

■師
日
本
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協

会
講
師　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
内
同
実
行
委
員

会
☎
25
‐
８
１
３
１

子
育
て
・
子
供
向
け

幼
児
・
児
童
の
発
表
、
腕
相
撲
大
会
、
売
店
、
ゲ
ー
ム
等 

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り
ま
つ
り

■日
10
月
11
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■場

・
■問
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

東
部
保
育
園 

親
子
で
保
育
園
体
験

■日
10
月
11
日
○土
午
前
10
時　

■対
離
乳
食
を
完

了
し
た
満
１
歳
〜
３
歳
の
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者
先
着
８
組　

■費
親
子
２
５
０
円
（
給

食
の
試
食
代
）　

■場
・
■申
10
月
７
日
○火
ま
で

同
園
☎
22
‐
２
１
４
２
へ

子
ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
in
鶴
岡
２
０
１
４

■日
10
月
12
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場

小
真
木
原
公
園

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　

■内
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
宣
言

▼
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う　

■時
午
前

９
時
45
分　

■内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ナ
イ
ン
、
し
っ
ぽ
と
り
、
バ

ス
タ
ボ
ー
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
ナ
イ
ン
、
テ
ィ

ー
ボ
ー
ル
、
Ｒ
Ｄ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
キ
ン
ボ

ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゴ
ー

ル
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
卓
球
的
当
て

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場　

■時
・
■内
午
前
９
時

45
分
…
幼
児
遊
具
広
場
〜
巨
大
遊
具
、
ミ

ニ
電
車
で
遊
ぼ
う
〜　

午
前
10
時
30
分
・

午
後
１
時
30
分
…
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

▼
親
子
ロ
ー
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
・
Ｘ
大
会　

■時

午
前
９
時
45
分

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
大
会　

■日

10
月
４
日
○土
〜
13
日
○月　

■
種
目　

サ
ッ
カ

ー
、
軟
式
野
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

剣
道
、
空
手
道
、
柔
道

▼
共
通　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
10
月
14
日
○火

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住

で
平
成
26
年
５
月
・
６
月
生
ま
れ
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る

妊
婦　

■内
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び
、

お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
10
月
９

日
○木
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
10
月
16
日
○木
午
前

10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
で
平

成
25
年
10
月
〜
26
年
４
月
生
ま
れ
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者　

■内
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
お
母
さ
ん
の
た
め
の
３
Ｂ
体
操　

■持
バ

ス
タ
オ
ル　

■申
10
月
10
日
○金
ま
で

▼
子
育
て
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う　

■日
10
月
21

日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
子
育

て
中
の
家
庭
の
方
先
着
20
人
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
初
子
の
家
庭
を
優
先
）　

■内
講
話

「
子
育
て
広
場
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」
石

田
幸
氏
（
中
央
児
童
館
前
館
長
）、
座
談
会

（「
夜
泣
き
」「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
か

ら
好
き
な
テ
ー
マ
に
参
加
）　

■他
託
児
あ
り

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
秋
〞　

■日
10
月
22
日
○水

午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
１
２
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊

び
、
簡
単
な
お
も
ち
ゃ
作
り
、
親
子
触
れ
合

い
遊
び
等　

■申
10
月
20
日
○月
ま
で

▼
鶴
岡
市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
基
礎
講
習

（
全
７
回
）　

■日
・
■内
10
月
29
日
○水
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
子
供
・
子
育
て
を
取
り

巻
く
環
境
、
子
供
の
世
話
）、
11
月
４
日
○火

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
子
供
の
栄
養
・
食

生
活
、
子
供
の
発
育
と
病
気
）、
５
日
○水
午

前
９
時
〜
正
午
（
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
）、

11
日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
（
心
の
発
達

と
そ
の
問
題
）、
17
日
○月
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
（
子
供
の
遊
び
）、
19
日
○水
午
前
９
時

〜
正
午
（
子
供
の
事
故
と
安
全
）、
25
日
○火

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
保
育
の
心
、

地
域
で
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
に
）

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
子
供
が
好
き
な
方
、
地

域
の
子
育
て
を
応
援
し
た
い
方
、
修
了
後
子

育
て
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
方



24　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

先
着
20
人　

■申
10
月
22
日
○水
ま
で

▼
ベ
ビ
ー
を
迎
え
よ
う
講
座　

■日
11
月
３
日

○月
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
新
婚
・
妊
娠
中
・
出
産

後
の
方
先
着
15
人　

■内
講
話
「
出
産
・
赤
ち

ゃ
ん
・
子
育
て
を
知
ろ
う
」
小
児
科
医
師
・

荘
内
病
院
助
産
師
、
親
子
が
遊
ぶ
様
子
を
見

よ
う（
な
か
よ
し
広
場
見
学
）　

■他
託
児
あ
り

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

11
月
６
日
○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
学
児
が
い
る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着

10
組　

■内
子
育
て
情
報
の
紹
介　

■申
11
月
４

日
○火
ま
で　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
10
月
の
講
座　

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

■日
10
月
24
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
生
後
２

か
月
〜
７
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者　

■師
上
野
和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

南
部
児
童
館 

小
学
生
行
事
「
親
子
で

モ
ザ
イ
ク
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
」

■日
10
月
26
日
○日
午
後
２
時　

■対
小
学
生
親
子

先
着
15
組　

■費
１
組
１
０
０
円　

■場
・
■申
10

月
1
日
○水
か
ら
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

子
供
の
発
達
や
成
長
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す 

に
こ
に
こ
相
談

■日
10
月
28
日
○火　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■申
10

月
14
日
○火
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
・
た
に

ぞ
う
コ
ン
サ
ー
ト

■日
10
月
29
日
○水
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
親
子
先
着
１
０

０
組　

■申
常
念
寺
保
育
園
内
「
る
ん
び
に
ー

園
」
☎
24
‐
９
０
５
５

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　

講
習
会

■日
11
月
1
日
○土
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館　

■対
小
・
中
学
生
50
人　

■申
鶴
岡
山
岳
会
事
務

局
中
央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
ま
つ
り
「
な
ん
で
も
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
参
加
者
募
集　

■日
11
月
16
日
○日

午
後
２
時　

■対
幼
児
〜
大
人
の
15
人
未
満
の

グ
ル
ー
プ
10
組
（
１
人
で
も
可
）　

■内
ダ
ン

ス
、
一
輪
車
、
け
ん
玉
等
５
分
以
内
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス　

■申
10
月
18
日
○土
〜
11
月
８
日

○土▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
ま
つ
り
こ
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集　

■日
11
月
16
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分　

■対
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

10
人
程
度　

■申
10
月
21
日
○火
〜
11
月
10
日
○月

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

鶴
岡
市
地
域
子
育
て
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
す
こ

や
か
な
子
ど
も
を
育
む
家
庭
・
地
域
を
め
ざ
し
て
」

■日
11
月
24
日
○月
午
後
２
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■定
３
０
０
人　

■内
事
例
発
表
…

佐
藤
潤
子
氏
（
西
郷
地
区
放
課
後
子
ど
も
教

室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、片
桐
晃
子
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
っ
と
理
事
長
）　

講
演
＆
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
汐
見
稔
幸
氏
（
白
梅
学
園

大
学
学
長
）　

■申
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
６

こ
ど
も
お
は
な
し
会

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
４
時
、
毎
週
土
曜
日
午

後
３
時
、
毎
月
第
４
水
曜
日
午
前
11
時
（
乳

幼
児
向
け
）　

■対
幼
児
〜
小
学
生
（
親
子
参

加
も
歓
迎
）　

■内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
、
昔
話
や
手
遊
び
等　

■場
・
■問
図
書
館

本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
絵
画
史
料
に
み
る
庄
内　

■日
10
月
30
日
○木

ま
で
（
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

■日
５
日
○日
・
19
日
○日
午
後
２
時
）

▼
土
曜
講
座
第
３
講
「
山
形
県
の
即
身
仏
」　

■日
10
月
４
日
○土
午
後
２
時　

■師
岩
鼻
通
明
氏

（
山
形
大
学
教
授
）

▼
庄
内
姉
様
人
形
教
室
受
講
生
作
品
展　

■日

10
月
25
日
○土
〜
27
日
○月

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■費
大

人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８
０
円　

小
・

中
学
生
…
２
８
０
円
（
常
設
展
示
・
庭
園
の

観
覧
も
含
む
）　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
水
香
お
ど
り　

■日
10
月
６
日
○月
・
20
日

○月
・
27
日
○月
午
前
９
時
30
分

▼
編
物
教
室　

■日
10
月
６
日
○月
・
20
日
○月
午

後
１
時
30
分

▼
な
ご
み
（
お
茶
）　

■日
毎
週
火
曜
日
午
前

９
時
30
分

▼
茶
の
湯　

■日
10
月
10
日
○金
・
17
日
○金
・
24

日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
健
康
相
談　

■日
10
月
16
日
○木
・
23
日
○木
・

30
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■師
舩

見
敬
造
氏

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
皆
既
月
食
を
見
よ
う　

■日
10
月
８
日
○水
午

後
６
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
20

人　

■申
10
月
７
日
○火
ま
で　

■他
荒
天
時
中
止

▼
ブ
ナ
の
黄
葉
の
森
を
歩
こ
う　

■日
10
月

18
日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■場
月
山
七
合
目
↓
北
月
山
荘　
　

■定
先
着
25
人　

■費
７
０
０
円　

■持
昼
食
等

■申
10
月
15
日
○水
ま
で　

■他
荒
天
時
中
止

▼
秋
の
恵
み
観
察
会　

■日
10
月
26
日
○日
午
前

10
時
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■場
羽
黒
山
旧
参
道　

■定
先
着
25
人　

■費
８
０

０
円　

■持
皿
２
枚
、
茶
わ
ん
、
汁
わ
ん
、
箸

等　

■申
10
月
22
日
○水
ま
で　

■他
荒
天
時
中
止

▼
笹
川
流
れ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
11
月
１
日

○土
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
（
小
真
木
原
公
園

中
央
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■費
２
、

５
０
０
円
（
乗
船
料
等
）　

■申
10
月
28
日
○火

ま
で

▼
富
士
鷹
な
す
び「
野
鳥
お
も
し
ろ
原
画
展
」　

■日
11
月
１
日
○土
〜
24
日
○月
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー

▼
野
草
紙
を
作
ろ
う　

■日
11
月
２
日
○日
午
前

９
時
30
分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10
人　
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■費
５
０
０
円　

■申
10
月
28
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

創
造
の
森
交
流
館

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
（
６
㎞
）「
み
ん
な
で

い
も
煮
会
」　

■日
10
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜

午
後
２
時　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）　

■費
３
０
０
円

（
芋
煮
会
不
参
加
の
方
は
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
13
日
○月
ま
で
（
飛
び
入
り
も
可
）

▼
創
造
の
森
交
流
写
真
展　

■日
10
月
24
日
○金

〜
26
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
26
日
は

午
後
４
時
ま
で
）　

■内
写
真
展
、
カ
メ
ラ
操

作
・
撮
影
の
相
談
会
、
カ
メ
ラ
等
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
交
流
サ
ロ
ン
等

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

講
座
・
講
習
会

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
職
業
能
力
開
発
講
座
・
戦
略
的
会
計
講
座　

■日
10
月
７
日
○火
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

■定

30
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
職
業
能
力
開
発
講
座
・
若
手
社
員
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修　

■日
10
月
21
日
○火
・
22
日
○水

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分（
全
２
回
）　

■定
20
人　

■費
１
万
円

▼
職
業
能
力
開
発
講
座
・
入
門
！
決
算
書
の

読
み
方
使
い
方　

■日
11
月
15
日
○土
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費
４
、
８
０
０
円

▼
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

製
品
（
事
業
）
開
発
実
践
セ
ミ
ナ
ー　

■日
11

月
５
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分　

■定
12
人　

■師
三
木
康
司
氏
、宇
都
宮
茂
氏（
㈱

enm
ono

）　

■費
８
、
０
０
０
円　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
同
セ
ン
タ
ー
HP

創
業
セ
ミ
ナ
ー
・
創
業
ス
ク
ー
ル

▼
創
業
セ
ミ
ナ
ー　

■日
10
月
10
日
○金
午
後
６

時　

■定
40
人

▼
創
業
ス
ク
ー
ル　

■日
10
月
23
日
○木
か
ら
全

８
回　

■定
30
人　

■費
１
万
８
０
０
円　

■申
10

月
15
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■場
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■師

尾
形
恵
子
氏
（
㈲
テ
ィ
ッ
プ
ス
）　

■申
鶴
岡

商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１

出
羽
庄
内
地
域
文
化
遺
産
に
よ
る
地
域
活
性
化
委
員
会 

文
化
財
ガ
イ
ド
養
成
講
座

▼
湊
町
酒
田
の
繁
盛
を
知
る　

■日
10
月
18
日

○土
午
後
２
時　

■場
山
王
ク
ラ
ブ
等（
酒
田
市
）　

■師
温
井
亨
氏
（
公
益
大
教
授
）

▼
金
峯
修
験
の
聖
地
を
訪
ね
る　

■日
10
月
25

日
○土
午
後
２
時　

■場
金
峯
神
社　

■師
佐
々
木

孝
善
氏
（
同
神
社
宮
司
）

▼
県
内
唯
一
の
現
存
城
郭
建
築
と
松
山
藩
の

歴
史
を
知
る　

■日
11
月
８
日
○土
午
後
２
時　

■場
松
山
歴
史
公
園
等
（
酒
田
市
）　

■師
石
川

信
一
氏（
松
山
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
） 

▼
鳥
海
山
山
岳
信
仰
の
中
心
地
を
訪
ね
る

■日
11
月
15
日
○土
午
後
２
時　

■場
鳥
海
山
大
物

忌
神
社
吹
浦
口
ノ
宮
（
遊
佐
町
）　

■師
畠
中

裕
之
氏
（
県
自
然
公
園
管
理
員
）

▼
羽
黒
山
修
験
道
と
黄
金
堂　

■日
11
月
29
日

○土
午
後
２
時　

■場
荒
澤
寺
正
善
院　

■師
長
南

弘
道
氏
（
同
院
副
住
職
）

▼
共
通　

■申
各
開
催
日
の
8
日
前
ま
で
㈱
出

羽
庄
内
地
域
デ
ザ
イ
ン
内
同
委
員
会
事
務
局

☎
64
‐
０
８
８
８
へ　

■他
受
講
は
無
料
で
す

が
入
館
料
等
は
実
費
負
担

出
羽
庄
内
国
際
村 

中
国
語
集
中
講
座 

日
常
生
活
を
中
国
語
で
表
現
し
て
み
よ
う
！

■日
10
月
19
日
○日
午
後
１
時　

■対
中
国
語
学
習

経
験
者
（
入
門
〜
上
級
）
先
着
20
人　

■費
高

校
生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
１
、
５
０
０
円
（
賛
助
会
員
は
１
割
引
）　

■場
・
■申
10
月
13
日
○月
ま
で
同
国
際
村
☎
25
‐

３
６
０
０
へ

市
民
サ
ロ
ン
第
３
講 

再
発
見
！
庄
内
の
食
文
化

■日
10
月
20
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■
講
演　
「
Ｕ
タ
ー
ン

で
見
え
て
き
た
庄
内
の
食
・
農
業
・
農
村
の

魅
力
」
皆
川
治
氏
（
公
益
大
特
任
講
師
）、「
食

と
暮
ら
し
を
支
え
る
微
生
物
〜
小
さ
な
小
さ

な
も
の
つ
く
り
工
場
」
斎
藤
菜
摘
氏
（
鶴
岡

高
専
准
教
授
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
内
「
鶴
岡

高
専
技
術
振
興
会
」
☎
23
‐
２
２
０
０

中
央
公
民
館

▼
短
期
青
年
講
座
「
若
い
う
ち
に
知
っ
て

お
き
た
い
お
金
の
こ
と
」　

■日
10
月
23
日
○木
、

11
月
６
日
○木
午
後
７
時
（
全
2
回
）　

■対
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
18
歳
〜
40
歳
く
ら

い
の
方
先
着
15
人　

■師
田
中
政
広
氏
（
野
村

證
券
㈱
）　

■場
・
■申
10
月
６
日
○月
〜
17
日
○金

に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

▼
女
性
セ
ン
タ
ー
短
期
講
座
「
お
か
み
乃
お

へ
ぎ
お
も
て
な
し
料
理
」　

■日
10
月
29
日
○水

午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■対
市
内
、
三
川
町

ま
た
は
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先

着
20
人　

■師
湯
田
川
温
泉
女
将
会　

■費
１
、

２
０
０
円　

■場
・
■申
10
月
６
日
○月
〜
22
日
○水

に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

▼
超
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座　

■日
①
11
月
13

日
○木
〜
20
日
○木
、
②
12
月
３
日
○水
〜
10
日
○水

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
①
②
各
全
６

回
。
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）　

■対
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
で
パ
ソ
コ
ン
を
触
っ

た
こ
と
が
な
い
ま
た
は
つ
い
て
い
け
な
か

っ
た
方
①
②
各
10
人　

■費
５
、
０
８
０
円　

■場
・
■申
10
月
６
日
○月
〜
16
日
○木
に
同
館
☎

25
‐
１
０
５
０
へ

知
る
ぽ
る
と
生
活
講
座
in
鶴
岡

■日
11
月
6
日
○木
午
後
1
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■定
先
着
１
０
０
人　

■内
暮
ら
し
と
お
金
に
つ

い
て　

■師
山
形
県
金
融
広
報
委
員　

■申
10
月

30
日
○木
ま
で
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
11
月
９
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人
程
度　

■内
心
肺
蘇そ

生
法
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
含
む
）　

■費
１
５
０
円　

■申
10
月
６
日
○月

〜
11
月
２
日
○日
に
消
防
署
☎
22
‐
８
３
３
１

ま
た
は
消
防
各
分
署
へ

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

■日
11
月
14
日
○金　

■場
消
防
本
部　

■定
１
０
０

人　

■申
10
月
8
日
○水
〜
21
日
○火
に
山
形
県
消

防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７

７
へ　

■他
申
込
書
等
は
、
消
防
本
部
、
消
防

署
、
消
防
各
分
署
及
び
日
本
防
火
・
防
災
協



26

会
HP鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

あ
け
び
の
蔓
で
パ
ン
か
ご
づ
く
り

■日
11
月
29
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■対
市
内
に

在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生

以
上
の
方
先
着
16
人　

■師
齋
藤
か
お
る
氏

（
ア
ト
リ
エ
か
お
る
主
宰
）　

■費
３
、
８
０
０

円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
せ
ん
定
は
さ
み
、
タ
オ

ル　

■申
10
月
4
日
○土
〜
11
月
15
日
○土
に
同
館

☎
29
‐
０
２
６
０
へ

募
集

鶴
岡
市
観
光
ガ
イ
ド

■対
年
間
を
通
し
て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
毎

月
第
３
水
曜
日
の
定
例
会
に
出
席
で
き
る
お

お
む
ね
70
才
ま
で
の
方　

■内
鶴
岡
を
訪
れ
た

方
へ
市
街
地
周
辺
の
観
光
ガ
イ
ド
、
毎
月
の

定
例
会
・
研
修
会
等　

■申
10
月
24
日
○金
ま
で

本
所
観
光
物
産
課
内
「
鶴
岡
市
観
光
ガ
イ
ド

協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
６
６
へ　

■他
申

込
み
締
切
り
後
に
説
明
会

「
雷
サ
ミ
ッ
ト
14
」　　
　
　
　

雷
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト　

■
テ
ー
マ　
「
雷
」（
稲
妻
等
雷
を
連
想
さ
せ

る
語
を
含
む
）　

■
部
門　

俳
句
部
門
、
川

柳
部
門　

■
応
募
規
定　

自
作
未
発
表
の
作

品
３
作
品
ま
で　

■
賞　

各
部
門
ご
と
大
賞

・
秀
作
等
選
定
し
、
賞
状
・
副
賞
等
進
呈
。

本
人
に
通
知
す
る
他
、
来
年
１
月
17
日
○土
開

催
予
定
の
雷
サ
ミ
ッ
ト
14
で
発
表　

■申
10
月

１
日
○水
〜
24
日
○金
に
本
所
地
域
振
興
課
☎
内

線
５
８
６
へ

県
営
住
宅
10
月
募
集

■
募
集
住
宅　

城
南
１
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

末
広
２
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

１
戸　

■申
10
月
６
日
○月
〜
10
日
○金
に
県
営
住

宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１

０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
10
月
21
日
○火
。
入
居

時
期
は
12
月
上
旬

平
成
27
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者

　

生
産
者
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

度
ご
と
の
申
請
と
面
積
・
栽
培
・
販
売
等
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

■申
10
月
10
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ　

■問
庄

内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２
１

０
３鶴

岡
の
れ
ん
「
つ
る
お
か
冬
の
食

材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
参
加
飲
食
店

　

鶴
岡
の
冬
の
食
材
（
庄
内
浜
の
海
産
物
や

在
来
作
物
等
）
を
使
っ
た
料
理
を
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
発
信

す
る
「
鶴
岡
の
れ
ん
」（
来
年
１
月
〜
２
月

開
催
予
定
）
に
参
加
す
る
飲
食
店
を
募
集
し

ま
す
。

■申
10
月
１
日
○水
〜
31
日
○金
に
本
所
食
文
化
推

進
室
☎
内
線
５
２
７
へ

ト
ラ
ッ
ク
等
へ
積
込
み
サ
ー
ビ
ス
あ
り 

加
茂
港
漂
着
枯
葉
第
２
回
積
込
み

■日
10
月
14
日
○火
〜
31
日
○金　

■申
山
形
県
港
湾

事
務
所
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
６
３
７

す
ば
ら
し
い
景
観
を
紹
介
し
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す 

ふ
る
さ
と
景
観
資
源

■対
市
内
で
公
共
の
場
に
面
し
、
誰
も
が
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
良
好
な
景
観
を
形
成
し
て

い
る
も
の
（
風
景
、
眺
望
、
街
並
み
、
建
築

物
、
緑
化
、
植
花
、
景
観
形
成
に
関
す
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
等
）　

■
募
集
期
間
　
通

年
。
今
年
度
登
録
分
は
来
年
１
月
30
日
○金

ま
で　

■申
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

４　

■他
詳
細
は
市
HP
「
都
市
計
画
課
」

相
談
・
そ
の
他

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

無
料
調
停
相
談
会

■日
10
月
９
日
○木
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■問
鶴
岡
裁
判
所
内
「
鶴
岡
調
停
協
会
」
☎
23

‐
６
６
６
６

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

多
重
債
務
無
料
相
談
会

■日
10
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
ま
た
は
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
内
「
田
川
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
」

☎
22
‐
３
１
４
７

法
の
日
週
間
記
念
行
事 

無
料
法
律
相
談
会

■日
10
月
29
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
。
受
付
は
午
後
２
時

30
分
ま
で
）　

■場
市
役
所
本
所　

■問
本
所
市

民
課
☎
内
線
１
５
８

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
タ
ヌ
キ
、
カ
ラ
ス
等 

小
型
鳥
獣
捕
獲
の
許
可
申
請

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
小
型
鳥
獣
の
家
屋
侵
入
を

防
ぐ
た
め
に
、
自
宅
や
敷
地
内
に
箱
わ
な
・

つ
き
網
を
仕
掛
け
る
場
合
、
狩
猟
免
許
を
持

た
な
い
場
合
で
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■申
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
☎
66
‐
５
７
０
６

平
成
26
年
度 

狩
猟
者
登
録

■日
10
月
15
日
○水
・
16
日
○木
正
午
〜
午
後
３
時

（
16
日
は
午
前
９
時
か
ら
）　

■場
・
■問
庄
内
総

合
支
庁
環
境
課
☎
66
‐
５
７
０
６

甲
種
・
乙
種 

消
防
設
備
士
試
験

■日
12
月
６
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）　

■
受
付
期
間　

電
子
申
請
…
10

月
24
日
○金
午
前
９
時
〜
11
月
３
日
○月
午
後
５

時　

書
面
申
請
…
10
月
27
日
○月
〜
11
月
６
日

○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支

部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
詳

細
は
同
セ
ン
タ
ー
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

自
衛
官
等
採
用
試
験
・
制
度
説
明
会

（
来
春
中
学
校
卒
業
者
対
象
）

▼
採
用
試
験　

■
募
集
種
目　

高
等
工
科
学

校
生
徒　

■
１
次
試
験
日　

来
年
１
月
24
日

○土　

■
受
付
期
間　

11
月
１
日
○土
〜
来
年
1

月
９
日
○金

▼
採
用
制
度
説
明
会　

■日
10
月
25
日
○土
午
前

10
時
、
午
後
１
時　

■場
鶴
岡
合
同
庁
舎

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６
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になりますね。また、インターネット販売も行って
いるのですが、野菜ソムリエの資格を生かして、お
いしい食べ方等料理レシピの提案もしています。
　アスパラガスの収穫時期には近所の農家の方に手
伝っていただくなど、地元のつながりにとても感謝
しています。今後も、周りの方等の協力を得ながら、
兄弟で力を合わせ、作付面積や栽培品種、収量等の
規模拡大に取り組んでいきたいです。そして、「自
分も農業をやってみたい」と思われるような農業を
目指し、農業で雇用をつくるなど、少しでも地元を
元気付けることができればと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

「やってみたい」と思われる農業を

　都内の会社を退社した庄平さん
と大学を卒業した耕作さん。「家
族が頑張ってきた農業を、兄弟で
盛り上げたい」と地元に戻ること
を決意し、平成24年に就農。お
いしい野菜を消費者に届けるため
に、日々研究・実践をしながら農
業に取り組んでいます。

新
米
・
餅
・
庄
内
豚
等
庄
内
町
の
う
ま
い
も
の
が
勢
ぞ
ろ
い 

庄
内
町
の
秋
ま
つ
り

▼
ワ
ク
ワ
ク
あ
ま
る
メ
ッ
セ
２
０
１
４　

■日
10
月
５
日
○日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

■場
庄
内
町
総
合
体
育
館
周
辺　

▼
た
ち
か
わ
秋
ま
つ
り　

■日
10
月
12
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
分　

■場
庄
内
町
体
育
セ
ン
タ
ー
周
辺

▼
共
通　

■問
庄
内
町
観
光
協
会
☎
０
２
３
４
‐
42
‐
２
９
２
２

酒
田
ど
ん
し
ゃ
ん
ま
つ
り

■日
10
月
18
日
○土
・
19
日
○日　

■場
中
町
モ
ー
ル
、
中
通
り
商
店
街
、

大
通
り
商
店
街
、
中
央
公
園　

■内
ど
ん
し
ゃ
ん
フ
リ
マ
、
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
乗
車
会
、
ど
ん
し
ゃ
ん
国
際
屋
台
村
、
下
水
道
展
、
さ
か
た

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等　

■問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
２
３
４
‐
22
‐
９
３
１
１

酒
田
市
農
林
水
産
ま
つ
り
２
０
１
４
＆ 

森
と
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

■日
10
月
26
日
○日
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
３
時　

■場
中
町
モ
ー
ル
周

辺
（
駐
車
場
は
庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
〈
会
場
ま
で
の
直
通
バ
ス
あ
り
〉）　

■内
海
鮮
焼
き
等
の
販
売
、
農
産
物
の
試
食
・
直
売
、
森
林
・
林
業

の
紹
介
、
木
工
細
工
等
の
制
作
体
験
、
ご
当
地
お
に
ぎ
り
試
食
審

査
会　

■問
酒
田
市
農
政
課
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
７
９
２

鮭
の
つ
か
み
ど
り
大
会

■日
10
月
26
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分　

■場
月
光
川
河

川
敷　

■内
鮭
の
つ
か
み
ど
り
（
限
定
２
０
０
尾
。
持
ち
帰
り
は
１

人
１
尾
）、
抽
せ
ん
会
等　

■費
前
売
り
券
１
、０
０
０
円
（
当
日
は

１
、２
０
０
円
）　

■
前
売
り
券
取
扱
い　

道
の
駅
鳥
海
ふ
ら
っ
と
、

遊
佐
鳥
海
観
光
協
会　

■問
同
協
会
☎
０
２
３
４
‐
72
‐
５
６
６
６

　初めてのことばかりで手探りで始めた農業。地元
や全国の農家の方を訪問して話を聞いたり、本等で
知識を得たり、毎日が学びの連続です。農業は良く
も悪くも自分たち次第。工夫と努力をした分だけ、
おいしい農作物ができる。経験だけでなく、広く学
んだ知識を基に取り組んでいます。
　私たちは、アスパラガス等６種の野菜を地元レス
トランやＪＡ等に出荷しています。産直で商品を搬
入しているときに、お客さんから「おいしかったか
らまた買いに来たよ」と声を掛けてもらうことも。
本当にうれしいですし、「もっと頑張ろう」と励み

〈左から庄平さん、耕作さん〉

高
た か だ

田 庄
しょうへい

平 ・耕
こうさく

作 さん　（羽黒・手向）
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（体罰その他教育全般）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（障がいのある子の就学）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・いじめ・発達等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15高 齢 者 に 関 す る 相 談 鶴岡市地域包括支援センター☎29‐4180

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

今月の各種相談窓口開設日　10/4～11/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ７日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 21日○火13：30～15：30・泉地区公民館

朝日庁舎総務企画課☎内線410 21日○火13：30～15：30・朝日山村開発センター

温海庁舎総務企画課☎内線312
20日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター
24日○金13：00～15：00・小名部構造改善センター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 24日○金13：00～15：30・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ専門医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　10/4～11/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362
月　日 受付時間 会　場
10．６○月 ９：00～11：30 阿部多㈱

〃 13：00～15：30 　 〃
11○土 10：00～11：30 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：00～16：00 　　　　〃
12○日 ９：00～11：30 小真木原総合体育館（市民健康のつどい）
〃 13：00～15：00 〃
19○日 ９：00～15：00 小真木原公園（宅建協会不動産フェア）

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成26年８月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：133,488 人
　　 （男：63,581 人、女：69,907 人）
　世帯数：48,385 世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら


